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役　員　名　簿

■運営委員会

【運営委員長】 鈴木　隆史　 （NRC）

【副運営委員長】 勝田　照夫　 （MASC)

【副運営委員長】 嶽下　宗男　 （FASC）

【事務局長】 村瀬　秋男 　（CCST）

【運営委員】 石井　公久　　事業企画委員長（Pleasure）

井原　慶子　　Women in Motorsport委員長

上村　誠児　　モータースポーツ振興委員（SMSC)

香川　秀樹　　ラリー専門部会長（ＭＡＳＣ）

金子　敏邦　　ＪＡＦラリー部会委員（SHIROKIYA）

川崎　裕行　　JAF技術部会委員（SMSC）

小出　正則　　レース専門部会長（AASC）

河田　富美男　総務広報委員長 （SHALET)

後藤　康次　　共済会管理委員長（NRC）

齊藤　道夫　　ダートトライアル専門部会長（R&R）

菅野　秀昭　　ジムカーナ専門部会長（R&R）

永井　伸一郎　福利厚生委員長（CCST)

増田　好洋　　モータースポーツ振興委員長（ZEST)

山崎　利博　　JAFスピード行事部会委員（ＦＡＳＣ）

山本　克典　　モータースポーツ有識者懇話会座長

■理事会

【理事長】 鬼頭　正人 【理　事】 嶽下　宗男

【理　事】 勝田　照夫 【理　事】 村瀬　秋男

【理　事】 鈴木　隆史 【理　事】 松田　保夫　

【理　事】 武山　策彌　(会計監査役)

■レー役部会

【部会長】 小出　正則（AASC） 【委　員】 山田　浩二（ARC）

【副部会長】 寺崎　誠治（ARC） 【委　員】 西井　正樹（AASC）

【事務局長】 土井　康正（NRC） 【顧　問】 神谷　和潤（AASC）

■ラリー部会

【部会長】 香川　秀樹（MASC） 【委　員】 松浦　肇　（DART）

【副部会長】 船木　一祥（MASC） 【委　員】 坂口　進　（DUCKBILL）

【事務局長】 鮫島　大湖（MASC） 【委　員】 宮前　信彌（MSC-WAGO）

【委　員】 髙橋　浩子（AASC） 【委　員】 田中　潤　（MASC）

【委　員】 安藤　裕一（RST）

■ジムカーナ部会

【部会長】 菅野　秀昭（R&R） 【委　員】 小谷　聡　（NRC）

【副部会長】 加田　充　（TEAM　ABC） 【委　員】 小川　国大（FORMULA）

【副部会長】 中田　博信（KRM） 【委　員】 沼口　和己（MASC）

【事務局長】 小澤　忠司（Ｔ.Ｅ.Ｓ） 【委　員】 清本　享志（yohkai）

【事務局】 坂　　和磨（ZEST） 【顧　問】 川村　徹　（AZUR-RS）

【委　員】 豊田　昌孝（SHERATON）

稲葉　憲二　　ＪＡＦ登録部会委員（NRC）

福田　淳三　　審査員グループリーダー（Three.R）
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■ダートトライアル部会

【部会長】 齊藤　道夫（R&R） 【広　報】 河田　富美男（SHALET）

【副部会長】 落合　啓司（EATH） 【委　員】 竹中　耕一（B＆B）

【副部会長】 山﨑　利博（FASC） 【委　員】 寺田　伸　（T.T.G）

【事務局長】 小林　克人（PORT豊橋） 【委　員】 廣上　徹　（Ｒ-８石川）

【事務局】 柏木　康宏（SHALET） 【委　員】 松本　知行（TOMBO）

【広　報】 林　　徳明（FASC） 【顧　問】 福田　淳三（Three.R）

■審査委員グループ

【リーダー】 福田　淳三（Three.R） 【委　員】 芳田　浩二（BIG VAN）

【委　員】 高井　喜一郎（AASC） 【委　員】 河西　信之（FASC）

【委　員】 村本　孝一（Three.R） 【委　員】 小杉　兼一（TOMBO)

【委　員】 坂　　和磨（ZEST） 【委　員】 纐纈　孝二（CCST）

【委　員】 寺崎　誠治（ARC） 【委　員】 山内　泰　（NRC）

【委　員】 豊田　昌孝（SHERATON）

■モータースポーツ振興委員会

【委員長】 増田　好洋（ZEST） 【委　員】 佐々木康行（ZEST）

【事務局】 坂　　和磨（ZEST） 【委　員】 寺田　伸　（T.T.G）

【委　員】 小川　浩幸（RUNABOUT） 【委　員】 中島　孝恭（MSCA）

【委　員】 齊藤　道夫（Ｒ＆Ｒ） 【委　員】 村木　佐千子（LUCK SPORT）

■総務広報委員会

【委員長】 河田　富美男（SHALET）

【委　員】 坂　　和磨（ZEST） 【委　員】

■共済管理委員会

【委員長】 後藤　康次（NRC）

【会計監査】 武山　策彌　(会計監査役)

■事業企画委員会

【委員長】 石井　公久（Pleasure)

【副委員長】

【委　員】

■事務局

【事務局長】 村瀬　秋男（CCST）

【次　長】 寺崎　誠治（ARC）
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 ２０１７年ＪＭＲＣ中部ジムカーナカレンダー 2016.12.15 No.06

月 日 全日本選手権 ＪＭＲＣ選手権 東海シリーズ 北陸シリーズ その他

１

１ ８

月 １５

２２

２９

５

２ １２ 11 ｻｰｷｯﾄﾄｱﾀｯｸ(ZEST)①<F>

月 １９

２６ 第１戦  美浜ｻｰｷｯﾄ ｸﾐﾓﾄ<E> ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)①<F>

５ 第１戦  美浜ｻｰｷｯﾄ ｸﾐﾓﾄ<D> ＰＡＬＭ　ＴＯＷＮ

３ １２ ＦＡＳＣ/ＭＭＳＣ 11 ｻｰｷｯﾄﾄｱﾀｯｸ(ZEST)②<F>

月 １９ 第１戦　ﾂｲﾝﾘﾝｸもてぎ南ｺｰｽ

２６ 25-26 関東 SHAKE DOWN ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)②<F>

２ 第２戦 ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ<E>

４ ９ 第２戦 ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ<D> ＬＵＣＫ　ＳＰＯＲＴ  8 ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ(ZEST)③<F>

月 １６ 第２戦　ｴﾋﾞｽｻｰｷｯﾄ 西ｺｰｽ ＬＩＭＩＴ 第１戦 大日ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ<E,F>

２３ 22-23 東北 奥州VICIC ＫＲＭ ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)③<F>

３０ 第３戦 ｲｵｯｸｽｱﾛｰｻﾞ<D>

７ ＡＢＣ/ＴＯＭＢＯ 第２戦 大日ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ<E,F>

５ １４ 第３戦　名阪ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞCｺｰｽ ＩＲＣ 13 ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ(ZEST)④<F>

月 ２１ 20-21 近畿 LAZY W.S 第４戦 ｲｵｯｸｽｱﾛｰｻﾞ<D>

２８ ＢＩＧ ＶＡＮ 第３戦 ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ<E> ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)④<F>

４ ＬＩＭＩＴ 第３戦 大日ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ<E,F> SHERATON 福田<F>

６ １１ 第４戦　ｵｰﾄｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞｽﾅｶﾞﾜ 第５戦 鈴鹿ｻｰｷｯﾄ国際南ｺｰｽ<D> Ｒ－８石川 10 ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ(ZEST)⑤<F>

月 １８ 17-18 北海道 C.S.C.C. ＮＲＣ

２５ ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)⑤<F>

２ 第６戦 奥伊吹モーターパーク<D>

７ ９ 第５戦　美川ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ Ｐｌｅａｓｕｒｅ/Ｍ－Ｉ  8 ｻｰｷｯｱﾀｯｸ(SOMOS)⑥<F>

月 １６ 15-16 四国 ETOLE 第４戦 ｲｵｯｸｽｱﾛｰｻﾞ<E,F>

２３ 第４戦 ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ<E> ＡＢＣ ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)⑥<F>

３０ 第７戦 ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ<D> ＭＡＳＣ

６ ＳＨＥＲＡＴＯＮ

８ １３ 第６戦　ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞTAMADA

月 ２０      中国 FULLHOUSE 第５戦 ｲｵｯｸｽｱﾛｰｻﾞ<E,F>

２７ 第８戦 ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ<D> ＢＩＧ　ＶＡＮ ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)⑦<F>

３ 第７戦　ｽﾋﾟｰﾄﾞﾊﾟｰｸ恋の浦 ＡＲＣ/ＡＡＳＣ

９ １０ 9-10 九州 TOBIUME 第５戦 ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ<E>  9 ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ(ZEST)⑦<F>

月 １７ Ｍ－Ｉ/Ｐｌｅａｓｕｒｅ 第６戦 大日ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ<E,F>

２４ 第８戦　鈴鹿ｻｰｷｯﾄ国際南ｺｰｽ ＩＲＣ ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)⑧<F>

１ 30- 1 中部 NRC

１０ ８ 第６戦  美浜ｻｰｷｯﾄ ｸﾆﾓﾄ<E>

月 １５ ＲＳＴ 14 ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ(ZEST)⑧<F>

２２ ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)⑨<F>

２９

５ 4- 5 JAF CUP,JMRC全国ｵｰﾙｽﾀｰｼﾞﾑｶｰﾅ 　ORANGE  備北サーキット

１１ １２ 11 ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ(ZEST)⑨<F>

月 １９

２６ ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ(ZEST)⑩<F>

３

１２ １０  9 ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ(ZEST)⑩<F>

月 １７

２４

３１

８戦 ８戦 ６戦 ６戦

注意）主催者クラブ名/地区名の箇所が開催日 〈D〉準国内 〈E〉地方 〈F〉ｸﾛｰｽﾞﾄﾞ

○開催場所；ｷｮｳｾｲｼﾘｰｽﾞ･･･ｷｮｳｾｲﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗﾝﾄ，福田･･･福田自動車教習所，ｻｰｷｯﾄｱﾀｯｸ･･･幸田ｻｰｷｯﾄYRP桐山

21-22 JMRC西日本ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ  近畿
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ＪＭＲＣ選手権 東海ｼﾘｰｽﾞ 北陸ｼﾘｰｽﾞ その他

1

8

15

22

29

5

12

19

26

5

12 第１戦 丸和ｵｰﾄﾗﾝﾄﾞ那須

19 １８、１９ 関東  FSC、M･S･Cうめぐみ

26 第１戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園（Ｄ） 部会 レベルアップ練習会（F)

2 Ｍ．Ｓ．Ｃ　ＭＯＮＺＥＮ 池の平シリーズ第１戦（F）

9 第２戦 ｽﾋﾟｰﾄﾞﾊﾟｰｸ恋の浦 第１戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園(E･F) ＦＡＳＣ

16 1５、１６ 九州  RASCAL､FMSC、RC-大分 第２戦 池の平ワンダーランド（Ｄ） 第１戦 池の平ワンダーラ ンド(D･F)：Ｗ Ｍ．Ｓ．Ｃ　ＭＯＮＺＥＮ

23 ＣＣＳＴ ＣＣＳＴ

30 第３戦 ｻｰｷｯﾄﾊﾟｰｸ切谷内

7 ６、７ 東北 AKITA

14 第３戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄（Ｄ）：Ｗ 第２戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄(D･F)：Ｗ

21 ＵＲＡＲＡ ＵＲＡＲＡ 第２戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園(E･F)

28 第４戦　ｵｰﾄｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞｽﾅｶﾞﾜ ＫＲＭ

4 ３、４ 北海道 AG.MSC北海道

11 第４戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園（Ｄ） 第３戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園(D･F)：Ｗ

18 TOMBO・ＡＢＣ TOMBO・ＡＢＣ

25 第４戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄(E･F) 池の平シリーズ第２戦（F）

2 第５戦 ﾓｰﾀｰﾗﾝﾄﾞ野沢 ＵＲＡＲＡ ＦＡＳＣ

9 ８、９ ROAD-KNIGHT、RT-はと車 第５戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄（Ｄ）：Ｗ 第３戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄(D･F)：Ｗ

16 ＳＨＡＬＥＴ ＳＨＡＬＥＴ

23 第６戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園

30 ２９、３０ 中部 Three-R

6

13 第６戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園（Ｄ）：Ｗ 第５戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園(D･F)：Ｗ

20 ＭＲＴ－金沢 ＭＲＴ－金沢

27 第７戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄

3 ２、３ 中部 SHALET､FASC､CCST 第６戦 輪島市門前ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ公園(E･F)

10 第７戦 池の平ワンダーランド（Ｄ） 第４戦 池の平ワンダーラ ンド(D･F)：Ｗ ＴｈｒｅｅーR

17 ＦＡＳＣ ＦＡＳＣ

24 第８戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄（Ｄ）：Ｗ 第７戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄(D･F)：Ｗ

1 第８戦　ﾃｸﾆｯｸｽﾃｰｼﾞﾀｶﾀ Ｒ－８石川 Ｒ－８石川

8 ７、８ 中国 CCN、TTS 池の平シリーズ第３戦（F）

15 第８戦 ｵｰﾄﾊﾟｰｸ今庄(E･F) ＦＡＳＣ

22 ＵＲＡＲＡ

29

5

12

19 池の平シリーズ第４戦（F）

26 ＦＡＳＣ

3

10

17

24

31

※　（Ｄ）は準国内競技格式、（Ｅ）は地方競技格式、（Ｆ）はクローズド競技格式を表します。
　　 Ｗは各ＪＭＲＣ中部シリーズを同日に併設して開催を行うことを表します。

２
月

3
月

4
月

２０１７年度ＪＭＲＣ中部ダートトライアルカレンダー

月 日 全日本選手権
ＪＭＲＣ中部シリーズ

１
月

２８,２９　テクニックステージタカタ

１１、１２ 近畿 TEAM FLEET ｺｽﾓｽﾊﾟｰｸ

JAFｶｯﾌﾟｵｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ・JMRC全国ｵｰﾙｽﾀｰﾀﾞｰﾄﾄﾗｲｱﾙin近畿

11
月

7
月

JMRC西日本ダートフェスティバル（中国）

6
月

12
月

5
月

8
月

9
月

10
月

 

5



スーパー１５００車両規定（Ｓ１５００） 
 

ＪＡＦ国内競技車両規則のスピードＢ車両規定を基本にＮ車両規定に従った自動車登録番号標を有する

車両（ナンバー付車両）とする。ただし、下記事項を必ず満足すること。 

①排気量    ：１５００ｃｃ以下の自然吸気エンジン（ＮＡエンジン）とする。 

           上記の排気量以下であればハイブリッド車両での参加も認められる。 

②駆動方式    ：前輪２輪または後輪２輪のいずれかを駆動する二輪駆動車とする。 

③車両本体価格  ：２５０万円以下とする。 

当該自動車製造者発行の量産車カタログの同一車両型式に記載される 

車両本体価格を基準とする 

④最終減速比   ：変更は許されない。 

⑤フライホイール ：変更は許されない。 

⑥エアコン    ：装着およびその機能を維持していること。 

⑦タイヤ     ：セミレーシングタイヤの使用を禁止する。 

競技に使用できるタイヤ幅は１９５㎜までとする。（競技会場内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧参加制限    ：自動車検査証の初度登録年月より７年経過した車両は参加できない。 

ただし、７年経過後も国内生産（同一車両型式）されていれば、生産終了日の年

末まで参加できる。 

  例：初度登録年月が平成１５年１月～１２月の車両の場合、 

    平成２２年１２月３１日まで参加することができる 

なお、ＪＭＲＣ中部ジムカーナ選手権（チャンピオン戦）以外の競技会では上記

の制限は設けないが、自動車検査証の初度登録年月が平成１２年１月以降の車両

であること。 

⑨その他     ：各地区、各大会ごとにローカルルールを設ける場合がある。 

以上 

※本規定は２０２０年１２月３１日まで有効である。ただし、年度ごとに小変更を行うことがある。 

 特にハイブリッド車については、ポテンシャルのレベリングを行う場合がある。 

※本規定に疑義が生じた場合、ＪＭＲＣ中部ジムカーナ,ダートトライアル部会の決定を最終とする。 

ＪＭＲＣ中部 
２０１５年１2月２０日 制 定           ２０１０年 ２月 １日 ハイブリッド、ローカルルール関係追記 

２００６年 １月 １日 施 行           ２０１０年１２月３０日 タイヤリストの変更 

２００６年 ２月２４日 タイヤリスト追記      ２０１３年０１月１５日 タイヤリストの追記，ダートラ地区戦の参加制限削除 

２００６年１２月 ５日 参加制限一部変更      ２０１７年０１月３１日 タイヤリストの追記 

２００８年１２月 １日 タイヤサイズ改定 

２００７年１２月１８日 車両本体価格補足追加およびタイヤリスト改定  ２０１７年 １月１３日 タイヤリストの追記， 

タイヤ製造者 ブランド名 使用が認められないタイヤ銘柄 

住友ゴム工業㈱ DIREZZA 93J/98J/01J/02G/03G 

㈱ブリヂストン POTENZA 520S/540S/55S/11S 

東洋ゴム工業㈱ PROXES FM9R/08R/881/888/888R/RR 

横浜ゴム㈱ ADVAN 021/032/038/039/048/050 

Hankook Tire Co.Ltd. Ventus Z214/TD 

Kumho Tire Co.Ltd. Ecsta V710/V70A 

製造者問わず ラリータイヤ 
その他の海外製造タイヤ（通称セミレーシングタイヤに準ずるタイヤ）等 

但し、上記以外のタイヤでもＳタイヤに準ずると判断された場合、 
猶予期間を待たず使用を禁止する場合がある 
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201７ 年S1500 JMRC 中部ローカルルール 

201７-0１：●JMRC中部全大会に適用 

競技会場内に限り、エアーバッグ、ABS 等の制御をコントロールすることが出来る。 

ただし、システムの変更および交換は許されない。 

競技会場を出る際は、元の状態に確実に戻すこと。 

201７-0２：●ダートトライアルに適用 

当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸元一覧表の車両重量とする 

201７-0３：●JMRC中部全シリーズに適用 

シリーズの全主催者が同意し、各部会が認めれば使用タイヤの制限(ワンメイク等)を行う

ことが出来る

JMRC 中部ローカルルールは中部地区のみの特別ルールです。 

また、当該年度のみ有効とし、翌年については毎年再考されるものとする。 

JMRC 中部S1500振興委員会  

201７年  １月 31 日公示 

ＲＡ20００車両規定 

ＲＡ車両部門 

ＲＡ２０００クラス：気筒容積2000cc以下の自然吸気エンジンの後輪駆動のＲＡ車両 

① 後輪駆動のＲＡ車両とする。

② 排気量

気筒容積2000cc以下の自然吸気エンジン（ＮＡエンジン）とする。 

③ 車両本体価格 ：320万円以下とする。

当該自動車製造者発行の量産車カタログの同一車両型式に記載される車両本体価格を 

基準とする。 

④ 参加可能車種

86・ＢＲＺ・ＭＲ2・ＭＲＳ・アルテッツァ・カローラレビン・スプリンタートレノ・ 

ロードスター・ＲＸ8・スカイライン・シルビア・180ＳＸ・ビート

参加可能車種は予告なく変更される場合がある。

2013.09.22 JMRC中部ジムカーナ部会 
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<正式-11.12.29> 

Ｊ Ａ Ｆ 中 部 地 域 ク ラ ブ 協 議 会 
ジムカーナ／ダートトライアル共通規則 

第１章 総 則 

 本共通規則は、中部地域における全てのジムカーナ／ダートトライアル競技会に適用 
される。本共通規則に記載されていない競技運営に関する実施細目および実施事項は、各競技会特
別規則および公式通知によって示される。各競技会の特別規則は、第２章の内容記載を必須とする。
各競技会特別規則の競技運営に関する細則は、本共通規則の第３章以下が適用される。 
尚、特別規則書に記載された内容は、それの示す範囲において本共通規則に優先する。また、各競
技会の参加者および競技運転者は、国内競技規則、当該競技会の特別規則および本共通規則を熟知
して参加するものとする。 

第２章 特別規則書の記載内容 

公  示 
本競技会は一般社団法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとに、国際自動車連
盟（ＦＩＡ）のＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則およびその付則に準拠したＪＡＦの国内競技
規則およびその付則，ＪＭＲＣ中部共通規則およびＪＭＲＣ中部ジムカーナ／ダートトライアル選
手権規定、スピード行事競技会開催規定および本競技会の特別規則に従って開催される。 

第 １ 条 競技会の名称 
第 ２ 条 競技種目 
第 ３ 条 競技格式 
第 ４ 条 開催日程 
第 ５ 条 競技会開催場所（所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ） 
第 ６ 条 オーガナイザー名および住所
第 ７ 条 大会役員 
第 ８ 条 競技会主要役員 
第 ９ 条 参加車両 
第１０条 クラス区分
第１１条 参加資格 
第１２条 参加台数 
第１３条 参加申込および参加料 
１．参加申込先および問合せ先 
２．参加受付期間 
３．参加料 

第１４条 競技のタイムスケジュール  
第１５条 賞 典 
第１６条 付 則 
１．本特別規則に記載されない競技に関する細則は国内競技規則国際スポーツ競技規則ならびに

ＪＭＲＣ中部共通規則に従って開催される。 
２．本規則および競技に関する諸規則の解釈に疑義が生じた場合は、競技会審査委員会の決定を

最終とする。 

第３章 統一規則細則 

第１７条 参加車両 
参加車両は以下のグループに分類される。 

  ＡＥ車両 ：当該年スピードＡＥ車両規定に適合した車両 
  ＰＮ車両 ：当該年スピードＰＮ車両規定に適合した車両 

Ｎ車両 ：当該年スピードＮ車両規定に適合した車両 
ＳＡ車両 ：当該年スピードＳＡ車両規定に適合した車両 
ＳＡＸ車両：当該年スピードＳＡＸ車両規定に適合した車両 
Ｂ車両 ：当該年スピードＢ車両規定に適合した車両 
ＳＣ車両 ：当該年スピードＳＣ車両規定に適合した車両 
Ｄ車両 ：当該年スピードＤ車両規定に適合した車両 
ＲＡ車両 ：当該年ＪＭＲＣ中部ＲＡ車両規定に適合した車両 
ＲＮ車両 ：当該年ＪＭＲＣ中部ＲＮ車両規定に適合した車両 
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<正式-11.12.29> 

スーパー１５００車両：当該年ＪＭＲＣ中部Ｓ１５００車両規定に適合した車両， 
車両規則は別途記載（略称；Ｓ１５００） 

ＲＡ２０００車両：当該年ＪＭＲＣ中部ＲＡ２０００車両規定に適合した車両， 
車両規則は別途記載（略称；ＲＡ２０００） 

第１８条 部門およびクラス 
ＪＭＲＣ中部タイトル戦はＪＡＦ選手権規定を参考とした下記の部門及びクラス区分とする。尚、
ＪＭＲＣ中部タイトル戦以外の競技会は部門及びクラス区分を特別規則書に明記すること。 
１．ジムカーナ 
 １）ＪＭＲＣ中部選手権 

ＰＮ車両部門： 
  クラス１：気筒容積 1600㏄以下の２輪駆動（ＦＦ、ＦＲ）のＰＮ車両＊１ 
  クラス２：気筒容積 1600㏄を超える２輪駆動（ＦＦ、ＦＲ）のＰＮ車両＊１ 

    クラス３：気筒容積 1600ccを超える後輪駆動（ＦＲ）のＰＮ車両のうち、ＦＩＡ／ＪＡ 
Ｆ公認発行年またはＪＡＦ登録年が２０１２年１月１日以降の車両＊１ 

  クラス４：クラス１、クラス２およびクラス３に該当しないＰＮ車両＊１ 
ＳＡ車両部門： 

  クラス１：気筒容積 1600㏄以下のＳＡ/ＳＡＸ車両 
  クラス２：気筒容積 1600㏄を超える前輪駆動のＳＡ/ＳＡＸ車両 
  クラス３：気筒容積 1600㏄を超える後輪駆動のＳＡ/ＳＡＸ車両 
  クラス４：気筒容積 1600ccを超える４輪駆動のＳＡ/ＳＡＸ車両  
 ＳＣ車両部門：（クラス区分なし） 

Ｄ車両部門：（クラス区分なし） 
 Ｂ車両部門：気筒容積 1500cc以下の２輪駆動のＢ車両＊２ 

（車両規定はＳ１５００車両規定を運用する） 
＊１の記号のあるクラスは２０１７年全日本ジムカーナ／ダートトライ選手権統一規則 
第２章 第２条 ２）を適用する。 
＊２の記号のあるクラスは使用タイヤの制限を行う。 
その詳細については特別規則書に記載するものとする。 

２）ＪＭＲＣ中部ミドル選手権 
  上記１）部門の他に下記クラスを設けることができる。 

ＰＮ車両部門： 
  クラス１：気筒容積 1600㏄以下の２輪駆動（ＦＦ、ＦＲ）のＰＮ車両＊２ 

クラス２：気筒容積 1600㏄を超える２輪駆動（ＦＦ、ＦＲ）のＰＮ車両＊２ 
クラス３：気筒容積 1600ccを超える後輪駆動（ＦＲ）のＰＮ車両のうち、ＦＩＡ／ＪＡ 

Ｆ公認発行年またはＪＡＦ登録年が２０１２年１月１日以降の車両＊２ 
  クラス４：クラス１、クラス２およびクラス３に該当しないＰＮ車両＊２ 

ＲＮ車両部門 
クラス１：前輪駆動のＲＮ車両＊２ 
クラス２：後輪駆動のＲＮ車両＊２ 
クラス３：４輪駆動のＲＮ車両＊２ 

ＲＡ車両部門 
  クラス１：前輪駆動のＲＡ車両＊２ 
  クラス２；後輪駆動のＲＡ車両＊２ 
  クラス３：４輪駆動のＲＡ車両＊２ 
  ＲＡ２０００；気筒容積 2000cc以下の自然吸気エンジンの後輪駆動のＲＡ車両＊２ 
        （車両規定はＲＡ２０００車両規定を運用する） 

ＳＡ車両部門 
クラス１：気筒容積 1600㏄以下の２輪駆動のＳＡ/ＳＡＸ車両 
クラス２：気筒容積 1600㏄を超える２輪駆動のＳＡ/ＳＡＸ車両 
クラス３：４輪駆動のＳＡ/ＳＡＸ車両 

ＳＣ・Ｄ車両部門：クラス区分なしのＳＣ車両およびＤ車両 
Ｂ車両部門：気筒容積 1500cc以下の２輪駆動のＢ車両＊２ 

（車両規定はＳ１５００車両規定を運用する） 
但し、予想参加台数に応じて、各シリーズごとにクラスを統合することが出来る。 
＊２の記号のあるクラスは使用タイヤの制限を行う。 
その詳細については特別規則書に記載するものとする。 
その他の部門：（ＪＭＲＣ中部認定外クラス） 

併設クラスとしてＪＡＦ規定の範囲内で自由にクラスを設定できる。 
但し、シリーズ全戦に設けること。詳細は各シリーズにて別途発表する。 
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<正式-11.12.29> 

２．ダートトライアル 
１）ＪＭＲＣ中部選手権 
ＲＷＤ：排気量によるクラス区分を行わず、後輪駆動のＰＮ・Ｎ・Ｂ・ＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ・ 

Ｄ車両 
ＰＮ・Ｓ１５００：気筒容積 1500㏄以下の２輪駆動のＢ車両 

（車両規定はスーパー１５００車両規定で運用する）、 
気筒容積 1600㏄以下の２輪駆動のＰＮ車両、全てのＡＥ車両 

Ｎ１：排気量によるクラス区分を行わず、２輪駆動のＮ車両 
Ｎ２：気筒容積 1600㏄を超える４輪駆動のＮ車両 
Ｓ１：排気量によるクラス区分を行わず、２輪駆動のＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ車両 
Ｓ２：気筒容積 1600㏄以下の４輪駆動のＮ車両及び気筒容積 3000㏄以下の４輪駆動の 

ＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ車両 
Ｓ３：気筒容積 3000㏄を超える４輪駆動のＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ車両及びＤ車両 

２）ＪＭＲＣ中部ミドル選手権(東海,北陸シリーズ) 
 ①東海シリーズ 

ＲＷＤクラス：排気量によるクラス区分を行わず、後輪駆動のＰＮ・Ｎ・Ｂ・ＳＡ・ 
ＳＡＸ・ＳＣ・Ｄ車両 

ＦＷＤクラス：排気量によるクラス区分を行わず、前輪駆動のＰＮ・Ｎ・Ｂ・ＳＡ・ 
ＳＡＸ・ＳＣ・Ｄ車両 

４ＷＤクラス：排気量によるクラス区分を行わず、４輪駆動のＮ・Ｂ・ＳＡ・ＳＡＸ・ 
ＳＣ・Ｄ車両 

②北陸シリーズ 
クラス１：気筒容積 1500 ㏄以下の２輪駆動のＮ・Ｂ・ＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ・Ｄ車両 
クラス２：気筒容積 1500 ㏄を超える２輪駆動のＮ・Ｂ・ＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ・Ｄ車両 
クラス３：気筒容積 1600 ㏄以下の４輪駆動のＮ・Ｂ・ＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ・Ｄ車両 
クラス４：気筒容積 1600 ㏄を超える４輪駆動のＮ・Ｂ・ＳＡ・ＳＡＸ・ＳＣ・Ｄ車両 

第１９条 参加資格 
 参加資格は、競技会特別規則書に規定される場合を除き、以下のとおりとする。 
１．競技運転者は、有効な運転免許証と当該年度有効なＪＡＦ競技運転者許可証所持者とする。 
２．２０才未満の競技運転者は参加申込に際し、親権者の承諾書をオーガナイザーに提出しな 
  ければならない。 
３．競技運転者は、競技に有効な死亡時５００万円以上の傷害保険またはＪＭＲＣ共済会に加入

していること。 
第２０条 参加人数の制限 
 各競技会の特別規則書に記載すること。 
 １．ダートトライアルは最大１５０名まで，ジムカーナは最大２００名までを原則とする。 
 ２．同一運転者は１つの競技会で１つのクラスのみ参加できる。 
 ３．同一車両による重複参加は認められるが、同一運転者によって運転されてはならない。 

１）ＪＭＲＣ中部選手権は２名までとする。 
  但し、レディースクラスとの重複参加を除き同一クラスに限る。 

第２１条 参加車両名の制限 
 参加車両名は半角文字、記号を含み全て１５文字以内とする。 
必ず車両名（型式ではなく、通称名：シビック、ランサー等）を入れること。 

例：○○クラブシビック、○○商店ランサー 
 車名違反があった場合、主催者の権限により通称名のみを参加車両名とする。 
第２２条 参加申込方法および受け付け 
１．参加申込の受付期間は、当該競技会の特別規則書に記載されている場合を除き、競技会開催 

日の１ヶ月前から１０日前までとする。 
２．指定の参加申込書に必要事項を記入し、参加料を添えて各オーガナイザーの事務局に申し込 

むこと。尚、参加申込書にはＪＭＲＣ中部クラブ登録印が必ず押印されていること。 
但し、ＪＭＲＣ中部またはクラブへの未所属者を除く。 

３．同一車両による重複参加をする場合は、参加申込み時に重複参加全員の氏名と希望走行順を 
記載のこと。 

４．申し込み方法は、当該競技会の特別規則書に記載されている場合を除き、申込先に直接持参 
または郵送とする。尚、郵送の場合は現金書留とする。 

５．オーガナイザーは、理由を明示することなく参加を拒否することが出来る。 
この場合の参加料は返却手数料として参加料から１０００円を差し引いて申込者に返金する。
尚、正式受理後の参加料は、本規則の３５条の２．の場合を除き、いかなる理由があっても
返金されない。 
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６．参加受理の諾否は郵便などにて通知する。受理書が届かない場合は、大会事務局に問い合せ
ること。 

第２３条 車両および競技運転者の変更 
１．参加申込正式受理後の車両変更は、参加車両に故障、破損等やむをえない事情が有る場合の 

みとし、競技会審査委員会の承認を得ること。 
２．車両変更は同一部門同一クラスであること。 
３．車両変更申請は当該競技会の参加確認受付終了までとする。 
 

第４章 競技運営に関する規定 
 

第２４条 車両検査 
１．車両検査は、特別規則または公式通知に示されるタイムスケジュールに従って指定の場所 

で受けなければならない。車両検査を受けない場合、車両検査で不合格の場合、または技術
委員長の修正指示に従わない場合は当該競技会に参加できない。 

２．全ての参加者は、車両検査と同時に服装、装備、備品について検査を受けること。  
３．技術委員長は、車両の改造等が不適当と判断した個所に着いて修正を求める事が出来る。 

修正を命ぜられた車両は、修正後に再度車検を受けなければならない。 
４．技術委員長の求めが有った場合、各自の参加車両が車両規定に適合していることを車両公 

認書、車両諸元表、カタログ等を提示して証明しなければならない。 
５．技術委員長は、競技期間中いつでも参加車両およびドライバーの参加資格について検査を 

する事が出来る。 
６．競技番号（ゼッケン）は、オーガナイザーが決定する。競技番号はオーガナイザーが用意 

した物を使用し、車両検査前までに指定された位置に折り曲げることなく正しく貼り付ける
こと。全周をテーピングすること。（ジムカーナのシードゼッケンは除く） 

７．競技終了後、原則として上位入賞車両の再車両検査を行う。尚、技術委員長が行う検査およ 
び再車両検査の分解および組み付けに必要な工具、部品、必要経費は全て参加者の負担とす 
る。万一、当該検査を受けない場合または検査の結果が不合格の場合は失格となる場合があ 
る。 

第２５条 競技車両のパドック待機 
１．全ての競技車両は、車両検査終了後から正式結果発表までの間、指定駐車待機場所で保管 

されているものとする。但し、コースを走行中または走行のための移動を除く。 
２．待機中の競技車両は、タイヤ交換、プラグ交換、Ｖベルト交換（調整）等の軽微な作業を 

除き、調整、変更、交換作業を行う場合は、事前に技術委員長の許可を得ること。 
３．重複参加車両のタイヤ交換は、レディースクラスとの重複参加を含み、同一ヒート内では 

不可とする。但し、競技長の許可を得た場合はこの限りではない。(ジムカーナに適応) 
 

第５章 競技に関する規定 
 

第２６条 コースの慣熟 
 オーガナイザーは、公式通知にて発表したコースについて、参加者のために慣熟走行または慣熟
歩行にてコースの慣熟を行うこと。 
但し、慣熟走行する場合は、車両検査に合格した車両にて走行のこと。 

第２７条 スタート方式 
１．スタートはスタート位置よりエンジンを始動した状態でスタートし、計時が開始される瞬間 

において車両がすでに走行状態にあるスタート方式とする。（ランニングスタート） 
２．スタート合図は国旗またはクラブ旗を用いる。信号機を用いる場合は、青信号がスタート合 

図となる。 
３．スタートは原則としてゼッケン順に行う。スタートの指示に従わない場合は当該ヒートの出 

走の権利を失うものとする。 
４．スタート合図後、速やかにスタートしない場合は、当該ヒートの走行タイムにペナルティー 

として５秒を加算する。 
第２８条 計 時 
１．計測は、自動計測機器または２個以上のストップウオッチを使用して行う。ストップウオッ 

チを使用した場合は、その平均を記録する。 
２．計測は、競技車両が最初のコントロールラインを横切ったときより開始し、最終のコントロ 

ールラインを横切ったときに終了する。 
第２９条 順位の決定 
１．原則として２ヒート行い、その内の良好なタイムを採用し最終の成績とする。 
２．同記録の場合は次により順位を決定する。 
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  Ⅰ セカンドタイムの速い者 
  Ⅱ 排気量の小さいもの 
  Ⅲ 審査委員会の決定 
３．上記以外にて順位を決定する場合は、各競技会の特別規則書に記載すること。 

第３０条 信号旗合図 
  スタート旗    → 競技スタートの信号。国旗またはクラブ旗を用いる 
  黄旗       → パイロン移動，転倒（真横または真上に静止し提示） 
  黄旗       → 脱輪（ジムカーナに適用） 
  黒旗       → ミスコース 
  赤旗       → 危険有り、直ちに停止せよ 
  緑旗       → コースがクリアされた 
  チェッカー旗   → ゴール 
第３１条 競技上のペナルティー 
１．コース上のペナルティー対象に指定されたパイロンを移動または転倒させたと判定された 

場合、１個について５秒を走行タイムに加算する。 
ジムカーナ：車体の一部が触れてマーカーからずれた場合。 
ダートトライアル：車体の一部が触れてパイロンが移動し、マーカーが現れた場合。パイ
ロン以外にペナルティー対象となるものがある場合は、その判定基準および加算タイムを
参加者に発表すること。 

２．ミスコースをした場合は、当該ヒートを無効とする。但し、ミスコースに気付き、ただち
に車両を正しいコースに戻した場合はこの限りではない。ミスコースと判定され、競技運
営上に重大な支障をきたすと判定された場合は、赤旗を提示して車両を停止させる事もあ
る。 

３．走行中に他の援助（オフィシャルを含む）を得た場合、当該ヒートを無効とする。 
４．ゴール後は、減速エリア内で確実に減速を行うこと。充分減速を行わなかった場合は当該

ヒートのタイムに５秒を加算する。 
５．反則スタートは当該ヒートの走行タイムに５秒を加算する。 
６．ジムカーナにおいては、コースから脱輪した場合、１輪につき１回５秒を加算する。 

また同時に４輪がコースから脱輪した場合（コースアウト）は、当該ヒートを無効とする。 
第３２条 抗議 
１．抗議権 

抗議権は、競技参加者のみが有するものとする。競技役員は抗議がなされた場合でも抗
議がない場合と同様に自己の権限における公式な行動を正当に遂行しなければならない。
複数の競技参加者に対して抗議を行いたい競技参加者は、該当する行為に関係する競技
参加者全員について抗議を提出しなければならない。複数の競技参加者は、共同の抗議
を提出することはできない。 

２．抗議の提出 
競技参加者の抗議は、抗議の趣旨および理由を示す文書に署名の上（宛先は競技会審査
委員会）、ＪＡＦが規定する抗議料を添えて当該競技会競技長に提出しなければならない。
競技長が不在の場合には、競技会事務局長に提出することができる。抗議が正当と裁定
された場合抗議料は返却される。 

３．抗議の対象と制限時間 
競技参加者が抗議できる事項は次の各号のみとし、特別規則または競技会審査委員会が
特に指定する場合を除き、各々に指定された時間内に提出しなければならない。 
１）競技参加者、競技運転者の参加資格の有効性あるいはコースの長さに関する抗議は、 
   その競技のスタートの １時間前までとする。 
２）ハンディキャップまたはヒートの編成に対する抗議は、その競技のスタートの１時 

間前までとする。 
３）自己の車両に関する技術委員または車両検査員の決定に対する抗議は、決定直後と 

する。 
４）競技中の過失または反則に対する抗議、あるいは車両規則違反に対する抗議は、そ

の競技の終了後３０分以内とする。 
５）競技の順位に関する抗議は、その成績発表後３０分以内とする。 

４．抗議の裁定 
競技に関する抗議は、競技会審査委員会が裁定する。その裁定に不服な場合は、国内競
技規則によってＪＡＦのモータースポーツ審査委員会あてに控訴することができる。 

５．抗議の審問 
競技会審査委員会は、抗議の審査に必要な場合にはできるだけ速やかに関係者を呼び審
問を行う。関係者は審問に応じなければならないが、証人を同道することができる。競
技会審査委員会は、関係者のすべてがそれぞれ直接召喚を受けているか否かを確認しな
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ければならない。競技会審査委員会は、関係者または証人が欠席の場合でも審議裁定す
ることができる。裁定が関係者の審問後速やかに行うことができない場合は、裁定が行
われる場所および時間を関係者に通告しなければならない。 

６．受け付けられない抗議 
国内競技規則１０－２０に掲げる審判員がその役務遂行中に行った判定に対しては、い
かなる抗議も受け付けられない。複数の競技参加者に対する単一の抗議は受け付けられ
ない。複数の競技参加者による共同の抗議は受け付けらえない。 

７．賞の授与 
    １）賞の授与は、競技成績の発表後３０分経過するまで行ってはならない。 

２）抗議が提出され、その裁定結果が受賞資格に影響する場合には、抗議の裁定が確定す 
  るか、さらにその裁定に対する控訴についての裁定があるまでの間、関係する競技成 
  績は暫定結果として扱い、賞の授与を行ってはならない。 
３）賞が授与された後に、競技の成績に影響するような裁定により資格を喪失した場合、 

競技参加者は賞をオーガナイザーに返却しなければならない。 
８．再競技 

競技会審査委員会またはＪＡＦのいずれも再競技を命ずる権限はない。ただしその競技が
なんらかの事情で未成立となった場合に限り、オーガナイザーが当該競技の競技参加者
（出場資格を得た者）全員の同意を得たうえで再競技を行うことができる。 

９．裁定 
抗議に対する裁定は、競技会審査委員会が行い、抗議者に宣告される。不服の場合は、
第３３条に基づいて控訴する権利を有する。 

１０．無根拠もしくは邪意による抗議の禁止 
１）抗議に根拠がないと判明したときは、抗議料は没収される。 
２）邪意をもって行ったことが確認されたときは、本規則の違反と見なされ罰則が課せ 
  られる。 

第３３条 控訴 
１．権限の範囲 

ＪＡＦは、国内競技規則１４－２に規定する国内裁定機関としてその所管する許可証所
持者のために、自動車スポーツ全般もしくは特定の競技に関して、日本国内で発生した
一切の紛争を審査、決議をするモータースポーツ審査委員会、および諸規則の施行およ
び競技により発生した紛争の最終的な裁定を行う機関としてモータースポーツ中央審査
委員会を置く。 

２．控訴権  
１）競技参加者は、競技会審査委員会による決定や裁定に不服の場合、ＪＡＦのモータ

ースポーツ審査委員会に控訴する権利を有する。ただし、次のいずれかの場合に限
られる。 
（１）自らに課された罰則または決定に不服の場合 
（２）自ら提出した抗議の裁定に不服の場合 
控訴を行う者（以下「控訴人」という。）は、競技会審査委員会の裁定宣告から１時
間以内にその意思を文書をもって競技会審査委員会に通告しなければならない。こ
の手続きを行わない場合は控訴権を失う。（控訴の手続き、控訴時間制限を参照） 

２）当該控訴人は、モータースポーツ審査委員会に対し行った控訴の裁定に不服の場合
は、あらためて 第３３条４－３）に従いＪＡＦのモータースポーツ中央審査委員会
に控訴する権利をもつ。 

３）国内競技規則１１－１－３）あるいは４）等の規則違反によりモータースポーツ  
審査委員会により罰則を課された者がその罰則を不服とする場合は、第３３条４－
３）に従いモータースポーツ中央審査委員会に控訴することができる。 

     ４）国内で行われる競技会については、ＪＡＦの許可証所持者に対するモータースポー
ツ中央審査委員会の裁定を最終のものとする。 

３．国内控訴の手続 
  ＪＡＦのモータースポーツ審査委員会に対し控訴する場合は、控訴人または資格ある代理

人の署名した控訴する意思および理由を示す文書、およびＪＡＦが定める控訴料を添えて
４．に定める時間内に競技会審査委員会に提出しなければならない。控訴料は、控訴を断
念した場合は一切返還されない。 

４．控訴の時間制限 
  １）競技会審査委員会が行った抗議の裁定あるいは決定した罰則等を不服として ＪＡＦ

のモータースポーツ審査委員会に控訴する場合は、その裁定または決定の告知より１
時間以内に、モータースポーツ審査委員会あてに控訴する意思を示す文書に控訴料を
添えて当該競技会審査委員会に提出しなければならない。 

２）控訴の理由を示す文書については、競技会審査委員会に規定の時間内に控訴の意思表
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示および控訴料の納付を行ったことを条件に、当該告知日より４日以内に直接ＪＡＦ
に提出することができる。この手続きは同期間内に本連盟あてのファクシミリ、ｅメ
ールまたは郵送で行うことができる。 

  所定の期間内に控訴の理由書の提出がなされなかった場合は、その控訴は断念された
ものとみなされ、すでに支払われた控訴料については返還されない。 

３）提出した控訴が ＪＡＦのモータースポーツ審査委員会によって裁定された後、それ
を不服としてＪＡＦのモータースポーツ中央審査委員会に控訴する場合は、当該控訴
人は、その裁定告知日より７日以内に、あらためて控訴の趣旨および理由を示す文書
ならびに控訴料をＪＡＦモータースポーツ中央審査委員会に提出しなければならな
い。 

５．控訴中の資格の効力 
  モータースポーツ中央審査委員会に控訴が行われた場合でも、資格停止または資格取消 

の裁定は控訴とは関係なく効力を発揮し実施される。 
６．控訴の審問 
  ＪＡＦのモータースポーツ審査委員会またはモータースポーツ中央審査委員会による控

訴の審査は、受理された日から９０日以内に審問が行われ裁定される。審問の通知は関係
者に対し的確に行われ、関係者は審問に応じなければならないが、必要な場合は証人を同
行することができる。モータースポーツ審査委員会およびモータースポーツ中央審査委員
会は、通告した関係者が出席しない場合でもその審議を行ない裁定することができる。ま
た、モータースポーツ審査委員会およびモータースポーツ中央審査委員会は、当事者とは
無関係に全日本選手権競技会の競技参加者のうちから、本審問の裁定結果次第では直接か
つ重大な影響を被る可能性のある者を要請に応じて事情聴取することができる。また、そ
のような可能性のある者は、自らの責任で、当該告知日より７日以内に書面によりＪＡＦ
に対して事情聴取を要請するものとする。 

７．控訴に対する裁定 
  モータースポーツ審査委員会およびモータースポーツ中央審査委員会は、控訴された罰則

または裁定を取消し、またはあらためて異なる罰則を課することができるが、再競技を命
ずることはできない。 

８．控訴料および経費 
  控訴に対して裁定を下す時、モータースポーツ審査委員会およびモータースポーツ中央審

査委員会は事情に応じて控訴料の返還または没収、または、とくに審査で必要が生じた経
費の負担について決定することができる。 

９．裁定の公表 
  ＪＡＦは、控訴に関する裁定を公表し、または発表させ、あるいは関係者のすべての氏名

を発表する権限をもつ。当該関係者は、ＪＡＦ告示を発表もしくは刊行する者に対しその
行為を妨害してはならない。 

第３４条 損害の補償 
１．参加者および競技運転者は、参加車両および付属品等の損傷、盗難、紛失等の損害、また

は参加者および競技運転者が会場の設備、器物を破損させた場合の保証等は、理由の如何
にかかわらず各自が責任を負わなければならない。 

２．参加者，競技運転者、ヘルパー、ゲストは、ＪＡＦおよびオーガナイザーの大会役員，競
技役員が一切の損害補償の責任を免除されている事を了承していなければならない。即ち、
大会役員、競技役員がその役務に最善を尽くす事はもちろんであるが、万一その役務遂行
によって起きたものであっても参加者、競技運転者、ヘルパー、ゲスト、大会関係者の死
亡、負傷、車両損害に対しての一切の損害賠償責任を負わないものとする。 

第３５条 競技会の延期，中止または短縮 
１．保安上または不可抗力のため競技会の実施あるいは続行が困難になった場合、競技会審査

委員会の決定により競技会の延期、中止、短縮を行う場合がある。 
２．オーガナイザーは、競技会の延期のため参加者が出場できない場合または中止の場合、参

加料を返還する。但し、天災地変の場合はこの限りではない。 
 

第６章 一般規定 
 

第３６条 参加者および競技運転者の 遵守
じゅんしゅ

事項 
次の事項を遵守しない参加者および競技運転者は、当該競技会において競技会審査委員会の決
定により重大なペナルティーを課す場合がある。 
１．全ての競技運転者は、ドライバーズブリーフィングに必ず出席しなければならない。 
２．全ての参加者は、明朗かつ公正に行動し言語を慎み、スポーツマンシップに 則

のっと

ったマナ
ーを保たねばならない。 
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<正式-11.12.29> 

３．競技期間中は、薬品等によって精神状態を 繕
つくろ

ったり、飲酒をしてはならず、許可された

場所以外での喫煙を禁止する。 
４．オーガナイザーや大会後援者、競技会審査委員会の名誉を傷つけるような言動をしてはな

らない。 
５．ゴール後、停止ラインのある場合は一旦停止し、パドック内は１０㎞/ｈ以下で走行し、

特にいかなる場所においてもブレーキテストや極端な空吹かしは厳禁とする。 
６．慣熟走行を含み、競技中はヘルメット、安全ベルトを着用し、運転席側の窓およびサンル

ーフの窓は全閉のこと。また、その際はレーシングスーツ、レーシングシューズ、レーシ
ングローブの着用を強く推奨するが一般に不快感を与えない長袖、長ズボン、運動靴、穴
の空いていない皮製または耐火性のグローブでも良い。  

  競技会場内に限り、運転席側の窓内側にネットを装着することができる。 
７．競技運転者は、表彰式に競技長の許可を得ずに欠席してはならない。 
８．ヘルメットについて、詳しくは当該年度ＪＡＦ国内競技車両規則第４編付則 

「スピード行事競技用ヘルメットに関する指導要項」を参照のこと。 
第３７条 ＪＭＲＣ中部遵守事項 

１．ジムカーナ規制 
・パドック移動からゴールまでの間、コースコンディション確保のため、インタークーラ

ーウオッシャー等の使用は禁止する。 
・ＪＭＲＣ中部ジムカーナ選手権においてはレーシングスーツ、レーシングシューズ、レ

ーシンググローブの着用を義務付ける。 
２．ダートトライアル規制 

パドック内で給油する場合は、粉末消火器（国家検定合格済の薬剤質量３㎏以上）を準備
し、給油すること。 

３．ジムカーナおよびダートトライアル規制 
競技車両の前後の牽引ブラケット位置を矢印ステッカー等で明示すること。 

第３８条 本規則の解釈および違反 
１．本規則および競技に関する諸規則の解釈に疑義が生じた場合は、競技会審査委員会の決定

を最終とする。 
２．本規則に対する違反は、競技会審査委員会が決定し罰則を与える。 

第３９条 本規則の施行および記載されていない事項 
本共通規則の適用は、各競技会の参加申込受付と同時に有効となる。 
また、本共通規則に記載されていない事項についてはＪＡＦ国内競技規則とその付則およびＦ
ＩＡ国際スポーツ競技規則とその付則に準拠する。 

以上 
 

ＪＡＦ中部地域クラブ協議会 
 ＪＭＲＣ中部ジムカーナ部会 

 ＪＭＲＣ中部ダートトライアル部会 
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JAF全日本・地方選手権 JMRC中部 TGRラリー

全日本 中部・近畿 チャンピオン チャレンジ セミナー チャレンジ

1/ ～ 1

7 ～ 8

14 ～ 15

21 ～ 22

28 ～ 29

2/ 4 ～ 5 2-5 ①群馬(S)

11 ～ 12

18 ～ 19

25 ～ 26

3/ 4 ～ 5

11 ～ 12

18 ～ 19

25 ～ 26

4/ 1 ～ 2 2 静岡(W※)

8 ～ 9 7-9 ②佐賀(T) 9 唐津(W)

15 ～ 16

22 ～ 23 23 木曽(E)

29 ～ 30 28-30 ③愛媛(T)

5/ 6 ～ 7

13 ～ 14

20 ～ 21 19-21 ④福井(T)

27 ～ 28

6/ 3 ～ 4 4 恐竜勝山(W※)

10 ～ 11 8-11 ⑤群馬･長野(T)

17 ～ 18 18 陸別(E)

24 ～ 25

7/ 1 ～ 2 30-2 ⑥北海道(G)

8 ～ 9

15 ～ 16 16 弘前(E)

22 ～ 23

29 ～ 30

8/ 5 ～ 6 6 渋川(E※)

12 ～ 13

19 ～ 20

26 ～ 27 27 丹後半島(W)

9/ 2 ～ 3

9 ～ 10 10 福島(E※)

16 ～ 17 15-17 ⑦北海道(G)

23 ～ 24

30 ～ 1

10/ 7 ～ 8 8 高岡万葉(W)

14 ～ 15 13-15 ⑧岐阜(T)

21 ～ 22 22 四国(W)

28 ～ 29

11/ 4 ～ 5 3-5 ⑨愛知(T) 5 新城(S)

11 ～ 12

18 ～ 19
18-19 ☆滋賀

(TEAM-MORE)

25 ～ 26

12/ 2 ～ 3

9 ～ 10

16 ～ 17

23 ～ 24

30 ～ 31

丸数字：選手権戦数、☆：オールスターラリーフェスティバル

全日本ラリー選手権路面 T：ターマック、G：グラベル、S：スノーアイス

TGRラリーチャレンジ ※：オリジナル、E：東、W：西、S：特別戦

23-24 ⑥兵庫(Team Shindai)

21-22 ⑦愛知(SHIROKIYA)

月 日

※

計
画
・
調
整
中

２０１７ＪＭＲＣ中部ラリーカレンダー

22-23 ①愛知(MASC)

19-20 ②福井(SYMPHONY)

24-25 ③三重滋賀(ON!)

22-23 ④富山(AND)

26-27 ⑤京都(OECU-AC)

※ラリーセミナーについては、4回程度の開催を検討しており、現在計画・調整中です。

日程確定したイベントから、順次JMRC中部のホームページのカレンダーを更新し、
告知します。
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ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ共通規則書 

第１章 総則 
本共通規則は２０１７年に開催されるＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下ＪＭＲＣ中部と称する） 

ラリーシリーズ競技会に適用される。
本共通規則書に記載されていない競技運営に関する実施細目および指示項目は、各競技会特別規則書
および公式通知によって示される。尚、各競技会特別規則書に記載された内容は、それの指示する
範囲において本共通規則より優先する。
また、各競技会の競技参加者および競技運転者（クルー）は２０１７年ＪＡＦ国内競技規則、２０１７
年ＪＡＦ国内競技車両規則、ＪＡＦの公示、本共通規則、ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ戦規定および
各競技会特別規則を熟知・承認して参加するものとする。

第２章 特別規則書に記載する内容 
公示 

 本競技会は、ＦＩＡの国際モータースポーツ競技規則に準拠した一般社団法人日本自動車連盟 
（ＪＡＦ）の国内競技規則とその付則（２０１７年日本ラリー選手権規定）、ＪＭＲＣ中部共通規則、 
ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ戦規定、および本大会特別規則に従って開催される。 

第１条 競技会の名称 
２０１７ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズ第○戦  ○○○ラリー 
２０１７ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズ第○戦  ○○○ラリー 

第２条 競技種目 
ラリー競技開催規則の付則「スペシャルステージラリー開催規定」に従ったスペシャルステージ
ラリー

第３条 競技会の格式 
ＪＡＦ公認：準国内格式競技   公認番号：２０１７－００００号 

第４条 開催日程、開催場所および競技距離 
１）２０１７年  月  日（ ）～  日（ ）○日間
２）○○をスタート及びフィニッシュとする約○○km

第５条 競技会本部（ヘッドクォーター／略称ＨＱ） 
１）所在地、名称、電話番号
２）競技会本部開設および閉鎖時間
３）競技会本部レイアウト図（別途）

第６条 競技内容 
１）スペシャルステージの路面  ：
２）スペシャルステージ総走行距離：
３）スペシャルステージの数   ： 
４）セクションの数     ： 
５）デイの数     ： 
６）レッキ     ：具体的な実施方法を明記 

第７条 競技のタイムスケジュール 
レッキ受付                  ： レッキブリーフィング   ： 
レッキ開始終了       ： 参加確認   ： 
公式車両検査   ： 第一回審査委員会の日時   ： 
ドライバーズブリーフィング ： スタートリストの発表   ： 
ラリースタート（１号車予定）： ラリーフィニッシュ（１号車予定）：
最終審査委員会 ：    暫定結果の発表予定   ： 
再車両検査     ：    表彰式   ： 

第８条 ラリー行程表（別添） 
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第９条 整備作業 
整備作業の範囲 
１）タイヤの交換 
２）ランプ類のバルブ交換 
３）点火プラグの交換 
４）Ｖベルトの交換 
５）各部点検増締め 
６）上記１）～５）以外の整備作業を行なう場合は、競技会技術委員長の許可を得て行ない、 

整備作業後には所定の整備申告書を必ず提出すること。 
 
第１０条 賞典 
 
第１１条 オーガナイザー 
ＪＡＦ登録加盟クラブ「名称、所在地、代表者氏名」 
 
第１２条 大会役員 
組織委員長 ： 
組織委員  ：         組織委員   ： 

 
第１３条 競技会主要役員 
【審査委員会】 
審査委員長 ：        （ＪＭＲＣ中部派遣） 
審査委員  ：        （ＪＭＲＣ近畿派遣）＆（組織委員会任命） 

【主要オフィシャル】 
競技長   ：         副競技長   ： 
コース委員長：         計時委員長  ： 
技術委員長 ：         サービス管理者： 
救急委員長 ：         事務局長   ： 

 
第１４条 参加資格 
ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ戦規定第７条に記載の通りとする。 
 
第１５条 参加申込および参加料 
参加申込は、ＪＡＦ公認ラリー参加申込書（ＪＭＲＣ中部統一様式）に必要事項を正確に記入し、 
参加料および保険料（オーガナイザーによる保険加入の場合）を添えて行うこと（受付期間内必着）。 
参加申込先および問合せ先（大会事務局）：      参加受付期間  ： 
提出書類                              ：      参加料        ： 
その他（サービス他、有料の場合には全て記載） 

 
第１６条 競技会有効任意保険 
１）競技参加者は、ラリー競技に有効な対人賠償保険及び搭乗者保険（又は各種共済・互助会等）に 

加入すること。 
２）未加入者は、主催者の特別規則書等に記載された手続きを行うこと。 
３）当該競技会に有効な任意保険に加入済みの競技参加者は、保険証書または保険の加入を証明 

できる書類の写しを必ず同封すること。 
 
第１７条 参加車両 
ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ戦規定第４条に記載の通りとする。 
 
第１８条 参加台数 
参加台数は、原則として全クラスを通じ最大６０台とする。申込台数が６０台を超えた場合は、競技会 
組織委員会の選考により決定する。 
 
第１９条 クラス区分 
ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ戦規定第５条に記載の通りとする。 
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第２０条 参加受理 
１）正式参加受理は、参加申込締切後５日以内に各参加者宛に通知する。 
２）オーガナイザーは、理由を示すことなく参加拒否する権限がある。 
３）参加不受理の場合は、事務諸経費２０００円を差し引いて参加料を返還する。また、正式参加 

受理後、参加料および提出書類は一切返還されない。 
４）正式参加受理後のクルーの変更は認められない。但し、コ・ドライバー及び参加車両については、 

参加者から理由を付した文章が提出され、競技会審査委員会が認めた場合はこの限りではない。 
５）参加車両の変更は、同一クラス内に限り競技会３日前までに競技会審査委員会が認めた場合 

変更できる。 
６）正式参加受理後の全ての変更は、参加者が理由を付した正式文書に変更手数料２０００円を 

添えてオーガナイザーに届けるものとし、競技会審査委員会の承認を必要とする。 
 

第３章 競技に関する基準規則 
第２１条 競技会受付（参加確認） 
競技会受付では、競技参加者許可証、参加受理書、クルーの運転免許証・競技運転者許可証・健康管理 
カード、参加車両の自動車検査証・自動車損害賠償責任保険証、ラリー競技に有効な自動車保険証書 
（加入が明確に確認できるもの、写し等は不可）又はこれに該当する書類・参加車両申告書等必要 
書類を速やかに提出すること。 
 
第２２条 車両検査 
技術委員により参加車両の検査、サービス作業の管理およびマーキング・封印を行う場合がある。 
車両検査の合否の最終的な判定は技術委員長の判断となる。 
１）クルーは車両の主要諸元を証明するための当該自動車製造者発行のカタログ、パンフレット等 

（新型車解説書、整備解説書等を含む）を、常に携帯すること。また公認車両は前記書類の他に 
公認書および公認付属書も携帯すること。 

２）車両検査はタイムスケジュールに従って指定の場所で受けなければならない。車両検査を受けて 
いない場合（競技会審査委員会が不可抗力と認めた場合を除く）および車両検査不合格の場合 
（競技会審査委員会は規則に合致させるための限られた修復時間を与える場合がある）はそれ 
以降の出走はできない。 

３）最終タイムコントロール通過後、指示された車両に対し最終車両検査を行う。また、競技会審査 
委員会または競技会技術委員長が必要と判断した場合、もしくは抗議の内容により必要とされる 
場合、分解を伴う検査を行う。最終車両検査の対象になった競技参加者はその指示に従うこと。 
その際の分解、組付けに必要な工具・部品・費用は全て競技参加者の負担とする。 

４）ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズで重量測定の確認を行う場合は、ＪＡＦ国内競技車両規定で定め 
られた各数値とする。 

 
第２３条 コントロール 
オフィシャルの用意する時計によって計時される。 
 
第２４条 順位決定 
競技結果はスペシャルステージで記録された所要時間と､ロードセクションその他で課せられた 
ペナルティーを合計して決定される。合計タイムが同じ場合は下記の順により順位を決定する。 
１）最初のタイムトライアル区間の所用時間が少ない者。 
２）次のタイムトライアル区間の所用時間が少ない者。 
３）競技会審査委員会が最終決定する。 

 
第２５条 抗議 
１）参加者は自分が不当に処遇されていると判断した場合、国内競技規則第１２条に従い、抗議する 

権利を有する。 
（１）抗議を行う場合は、必ず文書にて理由を明記し、２０９００円を添えて競技長に 

提出すること。 
（２）抗議が正当と裁定された場合抗議料は返却される。 
（３）抗議により車両の分解検査に要した費用は、その抗議が正当と裁定されなかった場合は抗議 

提出者が、正当と裁定された場合は抗議対象者が負担する。その際に要した分解整備等の 
費用は競技会技術委員長が算出する。 
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（４）審判員の判定、計時装置、安全上の判断に伴うタイヤの追加に関する競技長宣言に対して 
抗議することはできない。 

（５）競技会審査委員会の裁定は、抗議者に宣告される。 
２）抗議の時間 
（１）競技会技術委員長の決定に関する抗議は、決定直後に提出しなければならない。 
（２）成績に関する抗議は、暫定結果発表後３０分以内に提出しなければならない。 

 
第２６条 競技会の延期、中止、または短縮 
１）競技会審査委員会は保安上もしくは不可抗力などにより競技の運営に支障がある場合、 

競技会の延期、中止、短縮および内容の変更を決定することができる。 
２）延期されたために競技会への参加が不可能となった場合、オーガナイザーの指示する期間内に 

返還要求を行うことにより参加料は返還される。 
３）中止になった場合、参加料は返還される。 
４）競技の進行が全ての参加車両に対して、不可能または著しい障害になった場合、または他に 

及ぼす影響等で競技の続行ができなくなった場合、競技会審査委員会の承認のもと競技長の 
判断により、打ち切りおよび特定区間の中断を行う。 

５）競技が打ち切りになった場合の成績は、競技打ち切り時点までにおけるものとし競技は成立する。 
また、打ち切りおよび特定区間の中断により、クラスごとに採点される区間が異なる場合がある。 

 
第２７条 損害の補償 
１）競技参加者、クルーは参加車両およびその付属品が破損した場合および第三者に損害を与えた 

場合、その修復等に対する責任を自己が負わなければならない。 
２）競技参加者、クルーはＪＡＦ、オーガナイザー、大会役員、オフィシャル、道路管理者、警察 

および関係省庁が一切の損害事故の責任を免除されていることを了承しなければならない。 
すなわち競技役員がその役務遂行に最善を尽くすことはもちろんであるが、競技参加者、クルー、 
サービス員の負傷、死亡その他車両の損害賠償に対してＪＡＦ、オーガナイザー、大会役員、 
オフィシャル、道路管理者、警察および関係省庁は一切補償責任を負わない。 

３）競技参加者、クルー、サービス員が競技中に起こしたオーガナイザーおび役員車またその設備や 
道路関係施設、会場施設・備品、樹木等の事故はいかなる場合も競技参加者が責任をもって賠償 
するものとする。 
 

第４章 規則の解釈および施行 
第２８条 罰則 
１）ＪＡＦラリー競技開催規定付則「スペシャルステージラリー開催規定」第２８条に従う。 
２）規則違反、または競技役員の指示に対する不遵守は、国内競技規定に記載されている条項に 

従って罰則が適応される。 
３）本規則に関する罰則及び本規則に定められていない罰則の選択については、競技会審査委員会が 

決定する。 
 
第２９条 本共通規則の解釈 
本共通規則、競技会特別規則および競技に関する諸規則の解釈に疑義が生じた場合は、競技会審査 
委員会の決定を最終とする。 
 
第３０条 本共通規則の施行ならびに記載されていない事項 
１）本共通規則の適用は本シリーズ競技会に適用されるもので参加確認と同時に有効となる。 
２）本共通規則に記載されていない競技に関する事項は、ＪＡＦ国内競技規則、ラリー競技開催規定、 

同付則に従う。 
３）公式通知はその示す範囲において、すでに示された事項に優先する。 
４）各規則書発行後、ＪＡＦによって決定された事項は、すべての規則に優先する。 

 
 

ＪＡＦ中部地域クラブ協議会 ラリー専門部会 
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２０１７ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ戦規定 

 
第１条 目的 
ＪＡＦ中部地域クラブ協議会のラリーシリーズとして参加者及びオーガナイザークラブ間の親睦 
および初級者・若年者の育成を図りＪＭＲＣ中部の発展を目的とする。 

 
第２条 シリーズ戦 
１．下記のシリーズを設ける。 
１）ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズ 
２）ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズ 

２．上記の２つのシリーズは同一競技会において併催することができる。但し併催の場合、参加者は 
２つのシリーズに重複して参加することはできない。 

 
第３条 部門 
下記の部門を設ける。 
１．各クラス・ドライバー部門 
２．各クラス・コ・ドライバー部門 

 
第４条 参加車両 
チャンピオンシリーズについては２０１７年ＪＡＦ国内競技車両規則第２編ラリー車両規定（ＲＮ・ 
ＲＪ・ＲＲ・ＲＦ・ＲＰＮ・ＡＥ）に従った車両とし、チャレンジシリーズについてはこれに加えて 
ＦＩＡ公認車両またはＪＡＦ登録車両で、２００２年１２月３１日以前に運輸支局等に初度登録され、 
かつ２００２年ＪＡＦ国内競技車両規則第３編ラリー車両規定に従った車両（ＲＢ車両）も参加できる。 
但し、いずれの車両も下記の条件を満たすこと。 
１．純正又は車検対応マフラーを装着していること。但しＲＰＮ・ＡＥ車両は、２０１７年ＪＡＦ 

国内車両規則に準じること。 
２．各車両規定に定められている仕様の消火器を装備すること。 
３．非常用停止表示板（三角）２枚、赤色灯、非常用信号灯、牽引用ロープ、ＯＫ／ＳＯＳマーク 

（Ａ３）２枚、救急用品を携行していること。  
４．メーカーラインオフ時に装備されている安全ベルト（３点式等）に加え、４点式以上の安全 

ベルトを装備すること。 
５．２０１７年ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズおよびチャレンジシリーズに参加する 

場合は、公平性に留意し、競技参加者の安全を損なわない範囲で、参戦費用負担軽減を目的 
として、通称Ｓタイヤの使用を禁止する。 
（本規制は、併設される場合がある、オープンクラス等シリーズ戦外クラスについては、 
適用されない。） 

Ｓタイヤの銘柄例 
タイヤメーカー ブランド名 使用禁止タイヤ銘柄 
ダンロップ ＤＩＲＥＺＺＡ ９３Ｊ／９８Ｊ／０１Ｊ／０２Ｇ／０３Ｇ 
ブリヂストン ＰＯＴＥＮＺＡ ５２０Ｓ／５４０Ｓ／５５Ｓ／１１Ｓ 
東洋ゴム ＰＲＯＸＥＳ ＦＭ９Ｒ／０８Ｒ／８８１／８８８／Ｒ１Ｒ 
横浜ゴム ＡＤＶＡＮ ０２１／０３２／０３８／０３９／０４８／０５０ 
その他 クムホ・ＥＣＳＴＡ・Ｖ７１０/ハンコック・Ｖｅｎｔｕｓ・Ｚ２１４ 
メーカ問わず 海外メーカ製造、通称Ｓタイヤ等 
この表は、あくまでも現状で一般的にＳタイヤと認識されている銘柄を列挙したもので 
あり、原則Ｓタイヤ（セミレーシング）は禁止と考える事。上記以外のタイヤでも 
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Ｓタイヤに準ずると判断された場合、シーズン途中からでも使用を禁止する場合がある。 
不明な場合は購入、装着の前に主催者に問い合わせる事。 

６．１本または複数のスペアタイヤを搭載しなければならない（但し、当初の車両にスペアタイヤが 
搭載されていない場合はこの限りではない）。 

７．エアクリーナーケースを変更することは出来ない。但し、フィルターエレメントの材質は自由 
とする。 

８．前照灯および前部霧灯については２０１７年国内競技車両規則 第２編 ラリー車両規定に 
従うこと。 

第５条 クラス区分 
１．ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズ 
① ＤＥ－３クラス

・気筒容積１５００ｃｃ以下のＲＮ、ＲＪ、ＲＰＮ、ＲＦ車両。ＡＥ車両（気筒容積別区分
なし）。
なお、ＲＰＮ車両については、同一車両型式の最も古いＪＡＦ登録年が２００６年１月１日
以降の車両のみ参加が認められる。

・過給器付き車両へのエアリストリクター装着は任意とする。ただし、装着する場合、その
サイズは、最大内径３３ｍｍ（外径３９ｍｍ未満）とする。

② ＤＥ－４.５クラス
・４輪駆動で気筒容積１５００ｃｃを超え２５００ｃｃ以下のＲＮ、ＲＪ、ＲＰＮまたは
ＲＦ車両。２輪駆動で気筒容積１５００ｃｃを超える車両ＲＮ、 ＲＪ、ＲＰＮまたは
ＲＦ車両。ＲＲ車両。
なお、ＲＰＮ車両については、同一車両型式の最も古いＪＡＦ登録年が２００６年１月１日
以降の車両のみ参加が認められる。
・過給器付き車両へのエアリストリクター装着は任意とする。ただし、装着する場合、その
サイズは、最大内径３３ｍｍ（外径３９ｍｍ未満）とする。

③ ＤＥ－６クラス
・４輪駆動で気筒容積２５００ｃｃを超えるＲＮ、ＲＪまたはＲＦ車両
・過給器付き車両へのエアリストリクター装着は任意とする。ただし、装着する場合、その
サイズは、最大内径３３ｍｍ（外径３９ｍｍ未満）とする。さらに、エアリストリクターを
装着しない場合は、エンジンコントロールユニット(ＥＣＵ)の変更・改造を認めない。

２．ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズ 
気筒容積、駆動方式および異なる車両区分（ＲＮ、 ＲＪ、ＲＢ、ＲＦ、ＲＰＮ、ＡＥ、ＲＲ） 
によるクラス区分は行わない。 
なお、主催者の判断により、独自の賞典を設けることは制限しない。 

第６条 クルーの装備品 
１．安全ベルトは必ず装着し、 タイムトライアルおよび第２種アベレージラリー開催規定第４条３． 

に該当する区間を行う場合やオーガナイザーの指示がある場合は必ず４点式以上の安全ベルト、 
ヘルメット、グローブおよびレーシングスーツを着用すること。但し、コ・ドライバーについて
はグローブの着用を免除する。

２．ヘルメットおよびレーシングスーツは、２０１７年のＪＡＦ国内競技車両規則第４編付則 
「ラリー競技に参加するクルーの装備品に関する付則」 に従ったものとする。 
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第７条 参加資格 
１．ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズ 
１）競技参加者は当該年有効なＪＡＦ競技参加者許可証を所持していなければならない。 

但し、クルーが競技参加者を兼ねる場合、この限りではない。 
２）クルーは当該年有効なＪＡＦ国内競技運転者許可証Ｂ以上を所持していること。 
３）クルーは参加車両を運転するのに有効な運転免許証を所持していなければならない。 
４）参加申込締切時点において、普通自動車運転免許を取得後１年以上経過していなければ 

ならない。 
５）２０歳未満の参加者は、親権者の承諾書を主催者に提出しなければならない。 
６）ＪＡＦ登録クラブ員で、かつ所属クラブ代表者が責任を持てる者。 

但し、地方選手権クラスのみの参加の場合、この限りではない。 
２．ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズ 
上記１．１）～３）、５）、６）に、下記１）～４）を追記する。 
１）ドライバーはドライバーとして、過去５年以内のＪＭＲＣ各地域のラリーシリーズまたは 

ＪＡＦ全日本・地方ラリー選手権においてシリーズ３位以内となった経験が無い者であること。 
２）ＪＭＲＣ中部加盟クラブ員であり、かつ各クラブ代表者が責任を持てる者であること。 
３）上記１）および２）以外の者においても、所属する地域クラブ協議会の共済会もしくはそれに 

準ずる制度に加入していることを条件に、主催者の判断により参加を認める。 
但しその場合、上記１）に該当しない者を含むクルーは賞典外とし、ポイントを獲得する 
ことはできない。 

４）参加資格について疑義がある場合は、その証明責任は参加者にあるものとする。 
 
第８条 ポイント 
１．各クラスのドライバーおよびコ・ドライバーに対し、ＪＡＦ地方ラリー選手権の順位に従って 

下表のポイントを与え、下記に示す有効ポイントの合計で順位を決定する。 
チャレンジシリーズ戦については、下表のポイントを与え、下記に示す有効ポイントの合計で順 
位を決定する。   

順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 完走 
ポイント ２０ １５ １２ １０ ８ ６ １ 

２．全開催数 -１戦のポイント総数を有効ポイントとする。但し、競技会開催数が全６戦を超えた 
場合は最高５戦までを有効ポイントとする。 また、全開催数が３戦以下の場合は全戦有効 
ポイントとする。 

３．有効ポイントが同点の場合は、下記の方法で順位を決定する。 
１）全開催数が３戦以下の場合、当該年度における当該ラリーシリーズのオーガナイザークラブ・ 

団体に所属する者を上位とする。 
２）上位ポイントの獲得回数の多い順。 
３）当該競技者が得た全てのポイントのうち、上位ポイントの獲得回数の多い順。 
４）参加台数の多い競技会のポイントを優先する。 
５）ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズ主催者会議にて決定する。 

４．ＪＭＲＣ中部ラリーシリーズのポイントは、最終集計時に以下に該当する者のポイントは全て 
抹消される。 

１）当該シリーズ最終戦終了時までに、ＪＭＲＣ中部に加盟するクラブ・団体の所属員（クラブ員） 
であることの証明ができなかった者。 

５．国内競技車両規則違反に起因する失格を決定された競技者（ドライバー、コ・ドライバー）は、 
失格となった競技会を含み、以前のポイントを剥奪する。 

６．上記４．および５．に該当する者がいた場合、各競技会のポイントの再集計は行わず、シリーズ 
順位のみを繰上げる。 
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７．ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズにおいては、近畿地区において開催されるＪＡＦ中部・ 
近畿ラリー選手権戦もポイント獲得対象競技会とする。 

第９条 参加の制限 
１．再車検を拒否した場合は、その競技会は失格とし、かつ当該シリーズのポイントは全て剥奪し、 

以降当該年度の当該シリーズ戦競技会への参加を認めない。 
２．オーガナイザーが事前走行と認めた車両に乗っていた者は、それまでの全てのシリーズポイント 

を剥奪し以降該年度の全てのシリーズ戦への参加を認めない。 
 

第１０条 シリーズ表彰 
各シリーズともに各クラス・各部門１位を表彰対象とする。但し、参加台数およびクラス成立した 
競技会回数により表彰対象枠の変更を行なう。表彰対象者には表彰式招待状をもって通知する。 
 
第１１条 シリーズ表彰式 
「ＪＭＲＣ中部Ｍｏｔｏｒ Ｓｐｏｒｔｓ Ｄａｙ ２０１８」 にて開催される表彰式で行なう事を 
原則とする。 

 
第１２条 シリーズ入賞者の義務 
入賞者は表彰式への出席を義務付ける。 但しやむを得ず出席できない場合は、その理由と代理人を 
ラリー専門部会に報告すること。 
 
第１３条 ＪＭＲＣ全国オールスターラリー出場権 
以下の優先順によりＪＭＲＣ全国オールスターラリーへの出場権が得られるものとする。 
 １．ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズの各クラスにおいて、 

シリーズ１位～３位のドライバー 
 ２．ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズの各クラスにおいて、 

シリーズ１位のドライバー 
 ３．ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズの各クラスにおいて、 

シリーズ４位～６位のドライバー 
 ４．ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズの各クラスにおいて、 

シリーズ２位～３位のドライバー 
 ５．上記以外でＪＭＲＣ中部ラリー専門部会が特別に推薦する者 

 
第１４条 個人情報の取扱等について 
主催者は、参加申込書に記載された個人情報等については、厳重に管理し、当該競技運会営上および 
当該主催者が主催する別の競技会等への参加募集以外には使用しない。但し、収集した個人情報等は、 
開催許可申請の為、警察、地方自治体等の関係機関の要求に基づき必要最小限の範囲で開示される場合 
がある。 
また、競技結果等には、参加者氏名、所属クラブ、車両名等の情報が掲載され、個々の承諾を 
得る事無く、ホームページなどで競技参加者の人物や車両の写真と共に公開される事もある。 
さらに、主催者は参加申込書等に記載された個人情報等を、シリーズ成績集計及び表彰案内等に限り 
ＪＭＲＣ中部事務局に提出する。 
参加者は、上記を理解し、承諾した上で参加申込を行うものとする。 
 

ＪＡＦ中部地域クラブ協議会 ラリー専門部会 
2017.02.10 ＪＭＲＣ中部運営委員会承認 
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ＪＡＦ中部地域クラブ協議会

会   則

第１条 名 称

本会は、ＪＡＦ中部地域クラブ協議会と称する。 

 略称としてＪＭＲＣ中部（JAF Motor sports Clubs Regional Conference）を使用する。 

第２条 事務所

本会の事務所は運営委員長が指定する。

第３条 目 的

本会は、本会を構成するクラブ・団体によるモータースポーツ活動の振興と安全の高揚および

クラブ・団体の質的向上を図り、クラブ活動の円滑化の促進を行うと共にＪＡＦとの連絡調整

を行うこと目的とする。

第４条 活 動

本会は、第３条の目的達成をするために次の活動を行う。

１．競技振興に関する事

１）振興に必要な事業活動の企画、協議を行う。

２）各種規則・規定の運用を指導し、その遵守を徹底する。

３）各種規則・規定の運用に当たり、統一見解を設ける必要が生じた場合、その協議を行い

必要事項についてＪＡＦとの連絡調整を行う。

２．安全に関する事項

  競技の安全に関する研究、協議、研修、指導要項の作成および実施の徹底

３．加盟するクラブ・団体間の情報交換ならびに連絡調整

１）本会に加盟するクラブ・団体へのモータースポーツに関する情報の提供および本会に加盟

するクラブ・団体相互の情報交換

４．その他

１）全国他地域のＪＭＲＣとの交流および情報交換

２）共済会の運営管理および全国共同共済の参加

３）他、本会の目的を達成するために必要な活動

第５条 構 成

本会は、中部地域内（富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）に所在す

る会員をもって構成する。

１．本会は、次の会員をもって構成する。

１）正会員

２）賛助会員

２．会員の資格

１）正会員はＪＡＦ登録クラブ・団体およびＪＭＲＣ中部承認クラブ・団体とする。

ＪＭＲＣ中部承認クラブ・団体は、モータースポーツ活動を目的とする５名以上、

１０名以下で構成されるクラブ・団体で、ＪＡＦ登録クラブ・団体への変更の意思を有し、

ＪＡＦの競技許可証所持者が１名以上在籍していること。

２）賛助会員は、本会の目的に賛同し、その発展を助成しようとする個人または団体で正会員

の推薦により運営委員会において承認された者とする。
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第６条 組 織 
 本会は、次の機構をもって組織される。 
 １．クラブ・団体代表者会議 
 ２．運営委員会 
 ３．理事会 
 ４．専門部会 
 ５．専門委員会 
 ６．事務局 
第７条 クラブ・団体代表者会議 
 １．本会は、本会に加盟するクラブ・団体代表者会議（以下、代表者会議という）を 

年１回１月に開催する。 
 ２．代表者会議は次の事項を審議決定する。 
  １）会則ならびに本会の諸規定の制定、変更、廃止 
  ２）活動計画および収支予算の承認 
  ３）活動報告および決算報告の承認 

４）当該年度の運営委員の承認 
５）会費負担基準の決定および変更 

 ３．代表者会議は、構成クラブ・団体代表者の３分の２以上の出席により成立する。 
但し、委任状をもって出席と認める。 

 ４．代表者会議の議決権は正会員のクラブ・団体を１個とし、その議決権は出席過半数 
をもって決定する。但し、賛助会員は、議決権を有しない。 

 ５．運営委員長は、必要と認めた場合、運営委員会の承認を得て臨時クラブ・団体代表 
者会議を召集できるものとする。 

第８条 運営委員会 
 運営委員会は、運営規定により選出された以下の運営委員で組織構成される。 
 １．運営委員長        １名 
 ２．副運営委員長       ２名 
 ３．専門部会長        専門部会数に依る 
 ４．委員会委員長       委員会数に依る 
 ５．事務局長         １名 
 ６．運営委員長が指名したＪＡＦモータースポーツ専門部会員  若干名 
 ７．前年度運営委員の推薦で委員長が認めた者         若干名 
第９条 理事会 
 理事会は、運営規定第７条により選出された１５名以内の理事で組織構成される。 
第１０条 専門部会 
 １．本会は次の専門部会を置く。 
  １）レース専門部会 
  ２）ジムカーナ専門部会 
  ３）ラリー専門部会 
  ４）ダートトライアル専門部会 
  ５）競技会審査委員グループ 
   ①スピード行事審査委員グループ 
   ②ラリー審査委員グループ 
 ２．各部会の定員は、部会長を含み１５名以下の委員で構成される。 

26



第１１条 専門委員会 
 １．本会は、次の委員会を置く。 
  １）総務広報委員会 
  ２）事業企画委員会 
  ３）共済会管理委員会 
 ２．各委員長は上記職務遂行のため若干名の委員を指名し委員会を組織する。指名される委員

が運営委員の場合は兼任を妨げない。但し、運営委員以外の委員を指名する場合、運営委員

長の承認を必要とする。 
第１２条 会 議 
 １．本会は、下記の会議を開催して円滑な運営を図る。 
  １）代表者会議 
  ２）運営委員会会議    
  ３）理事会会議 
  ４）合同委員会会議 
  ５）合同専門部会会議 
 その他、運営委員長が必要と認める会議。 
 上記会議の必要な経費の支出は、これを認めるものとする。 
第１３条 会 計 
 １．本会の経費は、次の収入をもってこれにあてる。 
  １）クラブ・団体からの運営規定に定める入会金・会費 
  ２）本会が行う事業の収益金 
  ３）ＪＭＲＣ中部共済会からの運営管理費 
  ４）企業、団体からの補助金・賛助金等 
  ５）その他 
 ２．その他、特別な活動をする場合は特別会計をもって行うものとする。 
 ３．本会の会計年度は、前年の１２月１日より同年１１月末日とする。 
第１４条 役員の職務 
 １．運営委員長 
  １）運営委員長は、本会を代表し会務を執行する。 
  ２）代表者会議の議長となり会議の運営にあたる。 
  ３）地域内に所在するクラブ・団体の活動の推進について指導する。 
  ４）本会の代表として、ＪＡＦおよび他地区ＪＭＲＣとの交流・連絡・調整を図る。 
 ２．副運営委員長 
  １）運営委員長を補佐し、事故・その他の場合はその職務を代行する。 
  ２）副運営委員長２名は、専門部会部門および委員会部門をそれぞれ担当し、担当部門の統括

管理を行い本会の質的向上を図る。 
 ３．専門部会長 
  運営規定による。 
 ４．委員会委員長 
  運営規定による。 
 ５．事務局長 
  運営規定による。 
第１５条 特別委員会 
 本協議会において、単年度内における単一事業および処理しなければならない単一項目が発生
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した場合、運営委員長は運営委員会の決定により特別委員会を設置できるものとする。本委員

会の委員長は、運営委員長がこれにあたるものとする。 
 但し、選挙管理委員会およびクラブ代表者会議実行委員会は、毎年必要な時期にこれを設置す

る。 
第１６条 事業年度 
 本協議会の事業年度は毎年１月１日に始まり、同年１２月３１日をもって終了する。 
第１７条 解 散 
 本会の継続に重大な支障が生じた場合、解散することが出来る。 
 解散時に会計の決算を行い、欠損金が生じた場合は、正会員で公平に負担する。 
 剰余金が生じた場合は、代表者会議において有益と認められた団体にこれを寄付する。 
第１８条 会則の変更 
 会則の変更については、本会に加盟するクラブ・団体代表者からの提案を運営委員会において

審議し、理事会の承認のもとに代表者会議の決定を得て行う。 
第１９条 細 則  
 本会則に定めるものの他、本会の事業の運営上必要な細則は、運営委員会の決定により別に定

める。 
第２０条 付 則 
 本会則は、昭和５６年８月９日より施行する。 

                  １９８８年 １月２９日改定 
                  １９９１年 ２月 ３日改定 
                  １９９９年 １月１６日改定 
                  ２０００年 １月 ９日改定 

２００２年 １月１２日改定 
２００４年 １月１０日改定 
２０１５年 ７月２０日改定
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ＪＡＦ中部地域クラブ協議会 
運 営 規 定 

  
第１条 目 的  
本規定はＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下、ＪＭＲＣ中部という）の運営を円滑に行うこと

を目的とする。 

第２条 運営委員会委員の選出 
 本会会則第８条の規定による運営委員会委員の選出は、次の事項による。 
 １．次年度の運営委員の選出は、前年度の１１月末日までに選出され、代表者会議の 

承認を得るものとする。 
 ２．運営委員の定員は２０名とする。 
  １）第６条により選出された正副運営委員長 
  ２）次年度運営委員長指名による専門部会長  
  ３）次年度運営委員長指名による専門委員長 
  ４）次年度運営委員長指名による事務局長  
  ５）会則第8条の６．７．による者  
第３条 運営委員会の開催 
 １．本会は運営委員会を原則として毎月開催し、その日程は代表者会議にて公表される。 

但し、運営委員長は必要に応じて、臨時運営委員会を召集することが出来る。 
 ２．運営委員会の召集は文書にて運営委員に発送しなければならない。 

但し、緊急を要する場合はこの限りではない。 
 ３．出席出来ない運営委員は、全権を委任した代理人を出席させることが出来る。 

この場合、代理人は委任された運営委員からの委任状を運営委員長に提出することに 
よって代理人と認められるものとする。 

 ４．運営委員会にオブザーバーの出席を認める。 
  但し、事前に運営委員長の承認を必要とする。 
第４条 運営委員会の協議事項 
 運営委員会は次の事項についての協議・処理を行う。 
 １．ＪＡＦから負託された事項 
 ２．ＪＡＦに提案すべき事項 
 ３．運営委員および各部会・委員会からの審議依頼事項 
 ４．その他、必要と認められる事項 
第５条 運営委員会の議決 
 １．運営委員会の議決は、議決権を有する出席委員の過半数によって決する。正・副運営委員

長は、議決権を有しない。 
 ２．可否同数の場合は、正・副運営委員長によってこれを決する。 
第６条 正・副運営委員長の選出 
 １．正・副運営委員長の任期は１期３年とする。 
 ２．運営委員長の任期の完了する年度の１１月末日までに開催する運営委員会において選挙管

理委員会を設置し、選挙により正・副運営委員長を選出する。  
 ３．選挙管理委員会は理事会より３名の委員を選出しこれにあたる。 

29



  選挙管理委員会は会員に対して公示を行い、立候補または３会員以上の推薦者を有し 
本人の就任の確認が取れている被選挙人に対し運営委員会にて選挙を行う。 

第７条 理事会 
１．理事長は理事会での互選とし、任期を３年とする。但し、その再選を妨げない。 

２．理事会は、下記をもって構成する。 
  １）理事長 
  ２）正副運営委員長 
  ３）運営委員会事務局長 
  ４）運営委員会および理事会１名以上の推薦の運営委員経験者および学識経験者で理事会の 
    承認を得た者 
３．職 務 

  １）原則として年間４回以上の会議を開催する。 
  ２）理事会はＪＭＲＣ中部の発展に寄与する提言を運営委員会に対して行う。 
  ３）運営委員会の答申事項に対して協議し行い助言を行う。 
  ４）選挙管理委員会を組織し、正副運営委員長の選出を行う。 
  ５）運営委員会で採択された会則変更の承認を行う。 
    ６）運営委員会より負託された賞罰に対しての裁定を行う。 
  ７）ＪＭＲＣ中部から要請の有った競技会および事業への協力を行う。 
  ８）ＪＭＲＣ中部の会計監査を行う。 
４． 付 則 

１） 理事長は理事の中から事務担当として事務理事を指名することができる。 

２） ２．４）理事の追加は年度途中での指名を運営委員会の承諾を得て行える。 

第８条 専門委員会委員長の職務 
 原則として以下の担当委員会を組織し、運営委員会の承認のうえ委員会活動を行う。ただし事

業計画によって委員会を統廃合することができる。 
 １．総務広報委員会 
 １）予算案の作成 
 ２）資産の保全、管理 
 ３）会則、諸規定に関する事項 
 ４）本会の対外的な交流・交歓および全国組織との連絡調整 
 ５）その他、運営委員会負託事項 

  ６）ホームページを含む社会に対する広報活動の管理運営 
２．事業企画委員会 
 １）本会の目的達成の為の活動を行うに必要な企画・事業の発案、研究、実施 
２）その他、運営委員会負託事項 

３．共済会管理委員会 
  １）ＪＭＲＣ中部共済規定に基づき、共済会の運営を管理する。 
  ２）運用については運営委員会の決定によりこれを行う。 
第９条 専門部会長の職務 
１．担当部会の運営を円滑に行うため必要に応じて部会を召集し、その議長となる。 
２．運営委員会に出席し担当部門の諸問題を運営委員会に提議し、審議・協議を行う。 
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第１０条 専門部会委員の選出 
 １．担当部会長の指名により選出し、運営委員会の承認を得るものとする。 
 ２．原則として委員は各シリーズから主催者、選手代表者を各１名ずつ、事務局１名とする。 
    副委員長は選出された委員の中より１名を選出する。 

第１１条 専門部会の活動 
 専門部会の活動は次の通り行う。 
 １．運営委員会から指示された事項の協議およびその報告 
 ２．協議会の活動促進および担当部門の情報交換 
 ３．本会を通じ、ＪＡＦモータースポーツ専門部会への意見ならびに提案事項についての協議 
 ４．審査委員グループは、各専門部会の協力のもとに審査委員を派遣し、競技の公正と質的向

上を図るものとする。 
 ５．その他、担当部門についての研究・活動の実施 
第１２条 ＪＡＦモータースポーツ専門部会委員の当協議会専門部会への出席義務 
 １．本会所属のＪＡＦモータースポーツ専門部会委員は、運営委員長の指名する当協議会専門

部会への出席をするものとする。 
 ２．ＪＡＦモータースポーツ専門部会委員は、当協議会専門部会とＪＡＦとの情報交換を図る。 
第１３条 専門部会の議決 
 専門部会および委員会の議決は出席委員の過半数をもって決する。 
但し、可否同数の場合は部会長および委員長がこれを決する。 

第１４条 事務局長の職務 
 １．本会の目的達成の為の活動と会務の円滑な処理を行う。 
  １）会費の徴収および予算の執行 
  ２）会計管理 
  ３）会員管理 
  ４）書類,資料等の管理保管 
  ５）対外活動および連絡調整 
 ２．事務局長は事務局員を若干名指名し事務局を構成できる。 
第１５条 会計監査 
 監査は理事会がこれを行う。 
第１６条 入会金・会費 
 本会の入会金・会費は下記の通りとし、２年ごとに総務・広報委員会において見直し、運営委

員会に答申するものとする。 
１．正会員 

  入会金              ８，０００円 
  会 費 ＪＡＦ登録加盟団体   ８５，０００円 
      ＪＡＦ登録公認クラブ  ８５，０００円 
      ＪＡＦ登録加盟クラブ  ４０，０００円 
      ＪＡＦ登録準加盟クラブ ２０，０００円 
      ＪＭＲＣ中部承認クラブ １５，０００円 
 ２．賛助会員 
 会 費              ３０,０００円 
但し、年度内の昇格は差額を徴収しない。 
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第１７条 入退会 
 １．入会手続き 
  １）加盟申請書、入会金、会費を添えて申請を行うものとする。 
  ２）事務局は書類審査のうえ、１週間以内に入会の是非を通知するものとする。 
  ３）申請内容に疑義がある場合は、運営委員会にて承認を受けるものとする。 
  ４）年度途中の入会については、入会金および会費を全額徴収する。 
  ５）３月末日までに更新を行わなかったクラブは新規扱いとする。 
 ２．更新手続き 
  １）年度更新手続き期間は、１２月１日から３月３１日までとする。 
  ２）入会は歴年ごとに更新し、毎年１月１日から１２月３１日までを有効とし、更新の手続

きは３月末日までに行うものとする。 
  ３）昇格、降格とも年度をまたいで更新する場合は、新規扱いとしない。 
 ３．退会手続き 
  １）３月末日までに更新の手続きが無かった場合、３月３１日付けで自動的に退会となる。 
  ２）運営委員会が退会を必要と認めたクラブについては退会とする。 
 ４．付 則 
  １）新規入会の場合、入会を認められた場合に仮登録印を交付し、正登録印が交付されるま

でこれを使用する。 
正登録印が交付された場合、仮登録印は直ちに返却されねばならない。 

  ２）更新の場合は、更新確認の終了後に正登録印を交付する。 
第１８条 付 則 
 本規定は、昭和５６年８月９日より適用する。 

１９８８年 １月２９日改定 
１９９１年 ２月 ３日改定 
１９９６年 １月１４日改定 
１９９９年 １月１６日改定 
２０００年 １月 ９日改定 
２００２年 １月１２日改定 
２００４年 １月１０日改定 
２００５年 １月 ８日改定 
２００６年 １月１３日改定 
２００７年 ９月１６日改定 
２０１１年１１月 ８日改定 
２０１５年 ７月２０日改定 

32



競技会救急安全委員規定 
 
 ＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下「ＪＭＲＣ中部」という。）は、競技会の安全運営の徹底と

安全意識の高揚を図るため、本規定を制定する。 
 
第１条 目 的 
本規定の目的は、ＪＭＲＣ中部における各シリーズ戦の救急体制の充実を図り、競技会の安全

性の向上に資することであり、不測の事態が発生したとき、可能な範囲で適切な応急手当を施

すことができる体制を作ることにある。 
第２条 適用範囲 
本規定の適用を受ける競技会は、ＪＭＲＣ中部認定のシリーズ戦とする。 

第３条 認定救急安全委員 
本規定に定める認定救急安全委員とは、ＪＭＲＣ中部運営委員会が認めた救急安全に関 
する講習会を受講した者で、ＪＭＲＣ中部運営委員会が発給した有効な救急安全委員 
認定証を所持している者をいう。 

第４条 認定講習会 
前条のＪＭＲＣ中部運営委員会が認めた救急安全に関する講習会とは、運転者等の応急 
手当及び救急救命を内容とした講習会で、講習時間が５時間以上であって、次の各号に 
示す講習会とする。 

   １）ＪＭＲＣ中部運営委員会の各部会、委員会及び支部が主催するレスキュー講習会 
   ２）(社)日本自動車連盟が主催する講習会 
   ３）日本赤十字社が主催する講習会 
   ４）市区町村の消防本部及び消防署が主催する講習会 
   ５）その他、ＪＭＲＣ中部運営委員会が認めたもの。 
第５条 救急安全委員認定証 
認定講習会を受講した者は、必要書類を添えて、ＪＭＲＣ中部運営委員会に救急安全委 
員認定証の発給を申請する。ただし、前条第１項第１号の講習会にあっては、講習会を 
主催した、各部会、委員会及び支部の代表者がまとめて申請することができる。 

  ２ ＪＭＲＣ中部運営委員会は、前項の申請を受けたときは、速やかに申請書を審査し、救

急安全委員認定証を発給する。 
  ３ 第１項に定める、申請に必要な書類とは、申請書と認定講習会主催者が発行した、受講

終了証等の受講を証明できるものをいう。 
  ４ ＪＭＲＣ中部運営委員会は、認定講習会の主催者、若しくは講習会の講師が所属する団

体等が発行した受講終了証等をもって、救急安全委員認定証に代えることが出来る。 
  ５ ＪＭＲＣ中部運営委員会は、前項の規定により受講終了証等を救急安全委員認定証と認

めた場合は、その旨を公表するものとする。 
第６条 有効期間 
 救急安全委員認定証の有効期間は次のとおりとする。 

１）第４条第１項第１号の講習会を受講した者の救急安全委員認定証の有効期間は、受講し

た日から２年間とする。 
   ２）第４条第１項第２号から第５号までの講習会を受講した者の救急安全委員認定証の有効

33



期間は、受講した日から１年間とする。 
第７条 ＪＭＲＣ中部運営委員会の責務 
ＪＭＲＣ中部運営委員会は、救急安全に関する講習会を、年に１回以上開催しなければ 
ならない。 

第８条 オーガナイザーの責務 
オーガナイザーは、主催する競技会に認定救急安全委員を選任しなければならない。 

第９条 氏名の公表 
ＪＭＲＣ中部運営委員会は、救急安全委員認定証を発給した者の氏名を公表する。 
 ２ オーガナイザーは、競技会の公式プログラム、特別規則書、若しくは、公式通知によって、

当該競技会の認定救急安全委員の氏名を公表しなければならない。 
第１０条 競技会審査委員会による確認 

競技会審査委員会は、当該競技会に選任されている認定救急安全委員が有効な救急安全 
委員認定証を所持していることを確認しなければならない。 

第１１条 医師等の特例措置 

医師、看護師、救急救命士の有資格者は、認定救急安全委員とする。 
  ２ 前項の認定救急安全委員には、救急安全委員認定証の所持を免除する。 
第１２条 救急安全委員認定証の再発行 

救急安全委員認定証を紛失した者は、ＪＭＲＣ中部運営委員会に救急安全委員認定証の 
再発行を申請することができる。 

  ２ 前項の規定により救急安全委員認定証の再発行の申請があった場合、ＪＭＲＣ中部運営

委員会は、残りの有効期間について救急安全委員認定証を再発行する。 
第１３条 罰 則 

ＪＭＲＣ中部運営委員会は競技会に認定救急安全委員を選任しなかったオーガナイザー 
を公表する。 

第１４条 本規定の施行 

本規定は、２００５年１月８日から施行する。 
２００５年 １月 ８日制定 
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ＪＡＦ中部地域クラブ協議会共済規定 
 

１９８６年 ９月２３日制定 

１９８６年１１月 １日適用 

１９８７年 １月 １日施行 

１９９９年 １月１６日改定 

２０００年 １月 ９日改定 

２００７年 ９月１６日改定 

２００８年 １月 １日施行 

２０１５年 ７月２０日改定 

２０１６年 １月 １日施工 

２０１７年 １月１４日改定 

 

 ＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下、ＪＭＲＣ中部という）は、本会に加盟するクラブ･団体の

所属員の福利厚生のために、ＪＭＲＣ中部共済（以下､共済という）を設け、本規定をもって運用

する。 

第１章 総  則 

第１条 目  的 

本共済の目的は次のとおりとする。 

１．被共済者の人身事故に対する救済。 

２．被共済者の社会的権利と地位に関する救済。 

 

第２条 対象競技 

 本共済の対象競技はつぎのとおりとする。 

 １． ＪＡＦによって公認され、かつ国内で開催されたもの。 

 ２． その他ＪＭＲＣ中部運営委員会が認めたもの。 

 

第３条 被共済者 

被共済者は、ＪＭＲＣ中部に加盟するクラブ･団体の所属員として登録された、ＪＡＦより発給

された自動車競技に関わる当該年度の許可証所持者とする。 

但し、ＪＡＦ発給の競技許可証未証所持者は、四輪自動車運転許可証の所持者とする。この場

合、給付対象となる競技会は第２条に示すものに限る。 

 

第４条 運用と適用 

本制度の運用と本規定の適用については次に従う。 

１．本制度の運用はＪＭＲＣ中部運営委員会（以下、運営委員会という）が行う。 

２．本制度による給付は申請に基づき運営委員会が行う。 

３．本制度の運用と管理は運営委員会が行う。 

 

第５条 適用資格の有効期間 

有効期間は第３条の対象者としての要件を満たしている期間とする。 
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第２章 財   務 

第６条 財  源 

本制度の財源は、当該年度１１月３０日をもってＪＭＲＣ中部が保有する共済基金およびその

利息とする。 

 

第７条 拠出金 

拠出金の徴収は行わない。 

 

第８条 給付の制限 

１． 付金額が共済会基金を上回った場合（共同共済引き当て分を除く）は給付できないことを

予め承知しなければならない。 

 

第９条 使途 

基金の使途は第１条に示す目的を遂行する為のものとする。 

 

第３章 給  付 

第１０条 人身事故への給付 

第１条の第１項に関する給付の最高限度額ならびに対象競技会は、別に定めるＪＭＲＣ中部共

済給付細則（以下、給付細則という）に定める。 

 

第１１条 地位保全への給付 

第１条の第２項に関する給付の最高限度額ならびに対象競技会は給付細則に定める。 

 

第１２条 給付の対象 

共済の給付を受ける者は次のとおりとする。 

１．第１０条による場合は次のとおりとする。 

１）死亡の場合：あらかじめ本人が定めた受取人または法定相続人。 

２）死亡以外の場合：本人 

２．第１１条による場合：本人 

 

第１３条 給付請求の方法 

第９条・第１０条による給付を受けようとする者は、事故発生後１４日以内に事故の内容を報

告し、かつ、３ヶ月以内に給付の請求を行わなければならない。 

給付請求に関するその他の事項は給付細則に定める。 

 

第４章 改  定 

第１４条 本規定の改定 

本規定の改定は、ＪＭＲＣ中部クラブ・団体代表者会議において過半数の賛成を必要とする。 

 

第５章 施  行 

第１５条 本規定の施行 

本規定は２０１７年度に関して発給される許可証より適用し、２０１７年１月１５日をもって

施行する。  

以上 
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ＪＭＲＣ中部共済 運営要項 
１９８６年 ９月２３日制定 
１９８６年１１月 １日適用 
１９８７年 １月 １日施行 
１９９５年１２月 ９日改定 
１９９８年１２月 ６日改定 
１９９９年１１月 ７日改定 
２０００年 ２月 １日改定 
２００７年 ９月１６日改定 
２００８年 １月 １日施行 

 
ＪＡＦ中部地域クラブ協議会共済規定（以下、規定という）に基づき以下の要綱を定め運営する。 
 
第１条 共済会への加入 

対象者は共済規定第２条に定める者とし、次の条件を満たした者とする。 
１．加入者の所属するクラブ・団体が当該年度、ＪＭＲＣ中部に加盟していること。 
２．ＪＭＲＣ中部に加盟するクラブ・団体に３０日以上在籍する所属員であり、当該クラブ･団

体によってＪＭＲＣ中部に登録申請された者とする。 
第２条 適用資格の有効期間 

共済規定第４条に関する要項 
１．所属するクラブ・団体がＪＭＲＣ中部への加盟（新規・更新）手続きを完了し、所属員の

登録申請を行った日付より当該年度の１２月３１日までを有効期間とする。 
２．前年度において、当該クラブ・団体が加盟手続きを完了する間を猶予有効期間とする。 
但し、最大猶予有効期間は、当該年度の３月３１日までとする。 

第３条 運営要項の改定 

本要項の改訂は、ＪＭＲＣ中部運営委員会の過半数の賛成を必要とする。 
第４条 補則規定 

基金の保全と健全な運用を計り、管理の明確化を目的として、下記の規定を定める。 
１．基金の保全と運用 

１）基金の保全は、元金保証ファイナンス口座の預け入れによりこれを行う。 
２）運用は管理委員会で計画を立案し、運営委員会の承認のもとにこれを行う。 

２．基金の管理 
１）管理委員会は、帳簿を作成し入出金を管理する。 
２）出金は、運営委員会の要請に基づき出金申請書を作成し、運営委員長の許可の元に事務局

がこれを行う。 
３）管理委員会は、収支報告を行う。 

３．基金保全に関する印鑑、証書類の管理 
１）印鑑は運営委員長がこれを管理する。 
２）証書類は管理委員長がこれを管理する。 
３）出納関係書類は事務局長がこれを管理する。 

４．会計処理 
１）共済会の会計年度は、１２月１日より翌年の１１月３０日までの１年間とする。 
２）管理委員会は、１２月開催の運営委員会に決算報告を行う。 
決算報告には帳簿、関係証倶書類、保全および運用口座の残高証明の添付を必要とする。 

以上 
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ＪＭＲＣ中部共済 給付細則 
１９８６年 ９月２３日制定 
１９８６年１１月 １日適用 
１９８７年 １月 １日施行 
１９９５年１２月 ９日改定 
１９９６年１１月 ４日改定 
１９９８年１２月 ６日改定 
１９９９年１１月 ７日改定 
２００７年 ９月１６日改定 
２００８年 １月 １日施行 

 
ＪＡＦ中地域クラブ協議会共済規定（以下、規定という）に基づき、以下の細則を定め給付を行

う。 

 

第１条 人身事故への給付 

規定９条に定める人身事故への給付は、次のとおりとする。 

１．同一人に対し、同一年度内の給付最高限度額は５００万円とする。 

２．給付の区分は、５００万円を１００％として別表１の共済給付区分表に定める。 

３．対象競技会は、ＪＡＦによって公認され、かつ国内で開催されたものとする。 

４．ＪＭＲＣ中部承認イベントおよびＪＡＦ発給の競技許可証未所持者が給付の対象となった

場合の最高限度額は５００万円とする。その給付の区分は５００万円を１００％として別

表１の給付区分表に定める。 

５．本共済会は公的セーフティネットに入っていないため、給付金額が共済会基金を上回った

場合は給付できないことを予め承知しなければならない。 

 

第２条 規定第１０条に定める地位保全への給付は次のとおりとする。 

１．給付はその都度、運営委員会によりその額を決定する。 

２．対象競技会はＪＡＦに公認され、かつ国内で開催されたものとする。 

 

第３条 給付請求の方法 

給付の請求は、別に定める書式によって、当該主催クラブまたは本人よりＪＭＲＣ中部事務局

に提出して行う。尚、申請書類は次のものを用意しなければならない。 

１．申請 書：記載項目を全て記入した所定の申請書。 

２．添付書類：許可証、診断書またはその写し。 

３．その 他：審査の段階で必要とされたもの。 

 

第４条 改  定 

本細則の改訂は、ＪＭＲＣ中部運営委員会の過半数の賛成を必要とする。 

以上 
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別表１ 給付区分表 
１．死  亡 ··················································································  ················· １００％ 

（死亡には該当する事故を原因として３ヶ月以内に死亡した物を含む） 
２．目の障害 

１）両目が失明したとき ···················································  ················· １００％ 
２）１眼が失明したとき ······················································  ················· ６０％ 

３．耳の障害 両耳の聴力を全く失ったとき ··········································  ················· ８０％ 
４．咀嚼・言語の障害 

咀嚼または言語の機能を全く廃したとき ·····························  ················· １００％ 
５．腕（手関節より上半をいう）、脚（足関節より上部をいう）の障害 

１）１腕または１脚を失ったとき ·········································  ················· ６０％ 
２）１腕又は１脚の３大関節中の２関節または３関節の機能を全く 

廃したとき ··································································  ················· ５０％ 
６．その他、身体の著しい障害により終身自用を弁ずることが出来ないとき ·············· １００％ 
７．給付区分の５０％未満は、その都度運営委員会により額を決定する。 

尚、その給付は、別表２の共済区分表に定める。 
 

別 表 ２ 給付区分表 
区分 後遺障害 給付金 

① 

１．両眼の視力が０,１以下になったもの。 
２．咀嚼または言語の機能に著しい障害を残すもの。 
３．両耳の聴力が耳に接しなければ、大声を解することが出来ない程度になったもの。 
４．１耳の聴力を全く失い、他耳の聴力が４０cm 以上の距離では普通の話し声を解すること

が出来ない程度になったもの。 
５．脊柱に著しい奇形または運動障害を残すもの。 
６．１上肢の３大関節中、２関節の用を廃したもの。 
７．１下肢の３大関節中、２関節の用を廃したもの。 
８．１手の５の手指または親指および人差指を含み４の手指を失ったもの。 

１７０ 
万円 

② 

１．１眼が失明し、他眼の視力が０,６以下になったもの 
２．両耳の聴力が４０cm 以上の距離では、普通の話し声を解することが出来ない程度になっ

たもの。 
３．１耳の聴力を全く失い、他耳の聴力が１㍍以上の距離では普通の話し声を解することが出

来ない程度になったもの。 
４．神経系統の機能または精神に障害を残し、軽易な労務以外の労務に服する事が出来ないも

の。 
５．胸腹部臓器の機能に障害を残し、軽易な労務以外の労務に服する事が出来ないもの。 
６．１手の親指および人差指を失ったもの、または親指もしくは人差指を含み３以上の手指を

失ったもの。 
７．１手の５の手指又は親指及び人差指を含み４の手指の用を廃したもの。 
８．１指をリスフラン関節以上で失ったもの。 
９．１上肢に仮関節を残し、著しい運動障害を残すもの。 
10．１下肢に仮関節を残し、著しい運動障害を残すもの。 
11．両足の足指の全部の用を廃したもの。 
12．女子の外貌に著しい醜状を残すもの 
13．両側の睾丸を失ったもの 

１４０ 
 万円 
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③ 

１．１眼が失明または１眼の視力が０,０２以下になったもの。 
２．脊柱に運動障害を残すもの。 
３．１手の親指および人差指または親指もしくは人差指を含み３以上の手指の用を廃したも

の。 
５．１下肢を５㎝以上短縮したもの。 
６．１上肢の３大関節中、１関節の用を廃したもの。 
７．１下肢の３大関節中、１関節の用を廃したもの。 
８．下肢に仮関節を残すもの。 
９．下肢に仮関節を残すもの。 
10．１足の足指の全部を失ったもの。 
11．脾臓または１側の腎臓を失ったもの。 

１００

万円 

④ 

１．両眼の視力が０,６以下になったもの 
２．１眼の視力が０,０６以下になったもの 
３．両眼に半盲症、視野狭窄または視野変状を残すもの 
４．両眼のまぶたに著しい欠損を残すもの。 
５．鼻を欠損し、その機能に著しい障害を残すもの 
６．咀嚼および言語の機能に著しい障害を残すもの 
７．両耳の聴力が１㍍以上の距離では普通の話し声を解する事が出来ない程度になったもの 
８．１耳の聴力が耳に接しなければ大声を解することが出来ない程度になり、他耳の聴力が１

㍍以上の距離では普通の話し声を解する事が困難になったもの 
９．１耳の聴力を全く失ったもの 
10．神経系統の機能または精神に障害を残し、服する事が出来る労務が相当な程度に制限され

るもの 
11．胸腹部臓器の機能に障害を残し、服する事が出来る労務が相当な程度に制限されるもの 
12．１手の親指を失ったもの、人差指を含み2の手指を失ったもの、または親指および人差指

以外の3の手指を失ったもの 
13．１手の親指を含み2の手指の用を廃したもの 
14．１足の第１の足指を含み２以上の足指を失ったもの 
15．１足の足指、全部の用を廃したもの 
16．生殖器に著しい障害を残すもの 

８０ 
万円 

⑤ 事故により連続して７日以上入院したとき、１日目から１８０日の範囲内とする。 １日 
3000 円 

⑥ 事故により７日以上通院したとき、１日目から９０日の範囲とする。 
但し、就業不能状態の日数を限度とする。 

１日 
1500 円 

以上
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クローズド競技会開催における登録・共済適用申請に関わる基準 

 

ＪＭＲＣ中部共済は、ＪＡＦ公認競技会およびクローズド競技会における共済加入者の人身事故に対

する救済を目的として運用しています。これを管理するＪＭＲＣ中部運営委員会は、共済が適用されるＪ

ＡＦ公認競技会、クローズド競技会の全てをあらかじめ把握し管理するため、クローズド競技会を開催す

る場合は、下記に従って登録および、または適用申請するものとします。 

 尚、前年度のカレンダー登録調整会議日に登録された場合は、ＪＭＲＣ中部の発行する共通規則書、

公式サイト等の公式カレンダーに掲載します。 

 

１．コース公認の無い会場を使用するクローズド競技会の場合 

適用申請する場合は、次に従って申請を行ってください。申請が無い場合や申請期日に間に合わな

かった場合は適用されません。 
１）申請期日：前年度のカレンダー登録調整会議日に申請・登録すること。 

１）申請期日：または、開催日の２ヶ月前までに申請・登録を行うこと。 

２）申 請 先：ＪＭＲＣ中部事務局 

３）申請用紙：所定の申請書および本会が提出を依頼したもの 

２．コース公認の有る会場を使用するクローズド競技会の場合 

適用申請は不要とします。ただし、必ず登録申請を行ってください。 

１）登録期日：前年度のカレンダー登録調整会議日に登録すること。 

１）申請期日：または、ＪＡＦに開催届出を行うと同時に登録すること。 

２）登 録 先：ＪＭＲＣ中部事務局 

３）登録用紙：所定の用紙 

３．ＪＡＦ公認競技会およびＪＡＦ公認競技会にクローズド部門を併設する場合 

ＪＡＦにカレンダー登録された競技会に併設する場合は、登録申請を不要とします。 

４．追加開催・日程変更・会場変更を行う場合 

前記に準じて申請・登録を行ってください。 

５．競技保険等 

１）ＪＭＲＣ中部タイトル戦の場合は、以下を義務付けとします。 

＊スピード行事の場合 

競技保険を含み、地方競技開催に必要な国内競技規則付則の｢自動車競技の組織に関する規

定｣の第４条から第８条までを満足すること。 

＊ラリー競技の場合 

国内競技規則付則の「ラリー競技会組織に関する規定」を満足すること。 

２）シリーズで行うクローズドイベント（スピード行事） 

全ての競技に競技保険を備えること。地方競技開催に必要な国内競技規則付則の｢自動車競技の

組織に関する規定｣の第４条から第８条までを満足するよう強く推奨する。 

６．その他の事項については運営委員会にて審議、決定するものとする。 
以上 
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ＪＭＲＣ中部共済適用 承認イベント申請基準 

 
ＪＭＲＣ中部は、モータースポーツ活動の振興と安全の高揚を目的としたイベントにおける会員の人身事故

を救済するため、本会が承認するイベントに限り、ＪＭＲＣ中部共済の適用を可能とします。 

ただし、ＪＭＲＣ中部共済の適用を受ける場合は、申請・審査・承認の手続きが必要です。 

尚、当該イベントが著しく競技性を有する場合は、ＪＡＦ公認競技（クローズド格式以上）で開催してください。

ＪＭＲＣ中部共済の適用申請にあたっては以下の点にご留意ください。 

 

●申 請 

１．主催者 

ＪＭＲＣ中部に加盟する正会員（クラブ･団体）またはＪＭＲＣ中部専門部会／委員会とします。 

２．参加者の募集 

メディア・公式サイト・郵送等により告知され、公募するイベントであること。 

３．申請書および添付書類 

所定の申請書・イベントの告知文書および本会が提出を依頼したもの。 

４．申請期日、方法 

開催日の１ヶ月前までに郵送または手渡し。（Faxまたは e-mailでの仮受付可） 

５．給付の対象者 

正会員の所属員（クラブ員）とします。 

  共済会に登録されていないクラブ員は、開催日までに必ず登録を行ってください。 

６．対象範囲 

受付から終了時までのイベント会場敷地内におけるイベントに関わる事故。 

７．最高給付限度額 

承認イベントでの最高給付限度額は５００万円です。 

 

８．申請書類の送付先 

〒509-5142 

岐阜県土岐市泉町久尻 1417-47 

ＪMRC中部事務局  村瀬 秋男 

TEL&FAX (0572) 55-5201 

以上 
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団体加入です。 

ＪＭＲＣ中部共済会加入とクラブ印のお話し 

 

 

ＪＭＲＣ中部共済会は、個人加入が出来ません。｢団体加入｣になりますので貴方が所

属するクラブから共済会に登録申請してください。 

 

 

クラブが貴方を登録申請することによって、共済会に加入したことになります。 

登録申請が無い場合は、未加入あつかいになりますのでご注意ください。 

 

 

有効期間は、登録申請日からその年の１２月３１日までです。 

ただし、年度が変わってもすぐにクラブ更新が出来ない場合を考慮して、前年度に加盟実

績のあるクラブは、新年度の３月３１日まで猶予有効期間を設けています。 

 

はい、出来ます。 

加盟クラブに所属するクラブ員であれば加入できます。ただし、四輪運転免許証所持者

に限ります。その場合の加入証明は、運転免許証をコピーして、その裏面に｢ＪＭＲＣ中

部登録クラブ印｣を捺してください。 

 

はい、出来ます。 

年度登録、追加登録する場合は、郵送して登録してください。 

緊急を要する場合は、例外的処置として、前日の２４時までにＦＡＸ登録も可能です。も

ちろん、後日正式書類を郵送してください。 

 

参加申込書に｢ＪＭＲＣ中部登録クラブ印｣が捺してあれば｢加入証明｣になります。 

また、競技会で参加受付確認時に｢ライセンス裏面｣に捺してあるかどうかもチエックします。

イベントに参加される方はＪＭＲＣ中部共済に加入していることを所属クラブに確認してく

ださい。 

なお、クラブ印が無い場合は文書などをもって当日までに競技に有効な傷害保険の加入

を証明してください。 

 

年度更新の手続き中などの対応として、３月３１日までの参加申込や競技会に参加をす

る場合に有効ですが、４月の競技会参加時に、新ライセンスに「クラブ印」が無いとＮＧに

なります。２０１６年より｢ＪＭＲＣ中部登録クラブ印｣には年号の記載がありません。 

ＪＭＲＣ中部事務局では選手権が始まる３月中旬ごろから４月上旬までクラブの更新状

況を毎週ホームページでアップします。（未更新情報も UP 予定）特に４月１日以降に開

催されるイベント主催者は必ずホームページで更新状況を確認してください。 

 

既存の物でしたらＪＭＲＣ中部のホームページに有ります。 

必要事項が記載して有れば自作の物でも構いません。 
 

登録が必要です。 

有効期間は？ 

いつでも登録できる
のですか？ 

競技会での加入 

証明は？ 
 

ライセンス未所持者 

も 加入で き ま す

 

クラブ員登録申請

書は？ 

クラブ更新中です

が？ 
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ＪＭＲＣ共同共済規程 

本規定はＪＭＲＣ全国協議会会則に基づき本規定を定める。 

 

第１条  （名  称） 

本会は、ＪＭＲＣ共同共済会と称する。 
第２条  （目  的） 

本会は、ＪＭＲＣ全国協議会の専門委員会として全国各ＪＭＲＣ共済会との連

絡・調整・融和・相互扶助を図り、ＪＡＦモータースポーツ機構との関連のも

とに、我が国のモータースポーツの振興に寄与することを目的とする。 

第３条  （会  員） 

本会は、全国各ＪＭＲＣを会員とする。 

なお、会員とは、ＪＭＲＣ全国協議会会則、第３条に定められた会員とする。 

第４条  （事務局の所在地） 

東京都に置く。 

第５条  （財  源） 

本会の財源は、第３条に定める会員による預かり金、会費、補助金、寄付金及

び、その他の収入（利子を含む）による。 

第６条  （預かり金） 

預かり金の額、及びこれに関するその他の項目は、ＪＭＲＣ共同共済細則に 

よって定める。 

第７条  （運 営 費） 

本会の運営に関わる経費は、第５条より負担する。 

第８条  （入会及び継続） 

入会は、本会加盟申請届と預かり金を、本会宛に提出した事により入会とする。

また、会員から文書でもって退会の申出がない場合は自動的に継続される。 

１．預かり金は、第１３条により退会される場合には返還されるが、その時点 

にて、退会する会員に債務がある場合、それらを精算して利息をつけずに 

返還される。（年度内の退会は出来ない。） 

第９条  （会員の義務） 

会員は、分担金を負担する義務を要する。 

      １．分担金は第１１条による支払いが生じた時、前年度末のＪＡＦライセン 

ス所持者全員を分母とし、各会員の前年度末のＪＡＦライセス所持者数 

の構成比でもって按分しそのつど給付金を分担するものとする。 

第１０条 （役  員） 

本会は、委員長、副委員長、委員、監査により構成される｡ 

１．委員長は、本会の代表とする。副委員長は、委員長を補佐し、委員長に  

不測の事態が有る時はその職務を代行する。 

２．委員の選任はＪＭＲＣ全国協議会会則、第１９条による。 

３．各役員の任期は、毎年１月１日もしくは選任された日からその年の１２月 

３１日までとする。 

第１１条 （活  動） 

本会は、第２条の目的を達成する為に、次に挙げる活動を行う。 

１．相互扶助に関する事項 

本会会員に所属する共済加入者が①、②に参加し、死亡（不具廃疾）、事故

（社会的地位を脅かされた場合を含む）に対して各会員が給付金を支払う場

合、分担金によって、これを別に定める細則に従い支払う。 
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① ＪＡＦ公認競技会（スピード行事公認コース使用の届出クローズド競技を 

含む）。 
     ② 

     1)スピード行事の全日本選手権、ＪＡＦカップ、全国オールスター、東日本・

西日本フェスティバルの当該オーガナイザーが競技会の為に実施される、

練習会、テストラン。 

          2)ラリー競技会の公式レッキ（オフィシャルのコース管理下に於いて行われ

るレッキで、公式タイムスケジュールに記載されたもの。）  

 3)全国運営委員長会議で決定された、全国規模のＪＡＦ公認競技会。 

第１２条 （会   議） 

本会は、下記により会議をもって運営する。 

１．会議は役員定例会議を原則として年１回以上開催し、必要に応じて臨時会議を開催す

ることができる。 

２．会議は委員長が招集し．議長となる。 

３．議決は会員の３分の２以上（委任状出席も含む）が出席し、出席者（議決権は

各ＪＭＲＣを１票とする）の３分の２以上の同意をもって決定する。 
第１３条 （退  会） 

１．会員のＪＭＲＣが解散した時。 

２．会員が文書でもって、本会に退会届を提出し本会によって審議され、Ｊ Ｍ 

ＲＣ全国協議会会則、第１章、第５条により決定された時。 

第１４条 （会員資格の取消と除名） 

本会はいかなる場合も本規程に反し、本会が不利益を受けた場合、会員資格の

取消あるいは除名の妥当性について審議し、ＪＭＲＣ全国協議会会則、第１章

第６条に上申する権限を保有する。 

第１５条 （規定の変更） 

本規定の変更は、規定第１２条の会議において審議され、その出席者の３分の

２以上の同意を得た場合、ＪＭＲＣ全国協議会会則、第４章、第１８条に上申

する事が出来る。 

第１６条 （細  則） 

本規定に定めるもののほか、本会の事業運営上必要な細則をＪＭＲＣ全国協議

会会則、第４章、第１８条により、別に定める。 

第１７条 （解散及び残金財産の処分） 

本会は、規定第１２条の会議において解散及び解散の時に在する残金財産の処

分について審議し、ＪＭＲＣ全国協議会会則、第４章、第１８条に上申する事

が出来る。 

第１８条 （本会の年度） 

本会は、１月１日より１２月３１日までを一期とする。 

 

                     １９９６年１１月 １日 制定適用 

                   １９９７年 １月 １日   施行 

                      ２０００年 １月 １日 改定施行 

２００６年 １月 １日 改定施行 

２００９年 ６月 １日 改定施行 

 

以上 
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ＪＭＲＣ共同共済細則 

本会は、ＪＭＲＣ共同共済会規定（以下規定）に基づき細則を定める。 

第１条  （預かり金） 

預かり金の額は１会員につき、金１,２５０,０００円とする。 

第２条  （給付金細則） 

１．規定第１１条における、給付金最高限度額は同一年度内で給付対象者１名に付１,００

０万円とする。同一年度内とは、対象者が各会員の共済会に加入した年の１月１日、

もしくは加入時よりその年の１２月３１日までとする。 

２．給付金の金額は、規定第１２条に定める会議でＪＭＲＣ共同共済細則（以 下

細則）第４条に基づき決定する。 

３．対象範囲は、規定第１１条による。但し、②③に於いては、該当日の１週間前迄に、

会員事務局より、本共済事務局に内容及びタイムスケジュールを通知し、承認を受け

なければ成らない。 

４．第２条―３以外の催事、行事（走行会、講習会、練習会等）における事故は給

付金の対象範囲としない。但し、全国協議会において事例に応じて検討し、見

舞金を支払う場合がある。 

第３条  （給付金請求の方法） 

１．給付金の請求は、別に定める書式によって、対象者が所属クラブを通じ当該主

催クラブの証明を添え当該会員より本会に提出される。 

（事故発生後９０日以内に｛共同共済給付金申請書｝が提出されたものに限る。

第 4条 3.は、この限りではない。） 

２．給付金の請求に関して、細則第５条－２により仮払いの請求ができる。 

第４条  （給付金区分） 

１．別表１に定められ、そのつど本会で審議され決議される。 

２．別表１に定められている項目に複数該当する場合には、最上位を適用する。 

３．社会的地位を脅かされた場合（モータースポーツ界が不利益を被るおそれが有

る時）本会の審議により決議される。 

４．別表１に示されない障害（５０％未満）については、本会は支払わないものと

する。 

第５条  （給付金支払い及び給付金仮払い） 

１．別表１に定められる給付金区分１－１に於いては、会員より請求があり給付決定後、

速やかに会員に支払われる。 

   ２．別表１に定められる給付金区分１－２及び、給付金区分２から給付金区分６ 

     のいずれかに、明らかに認定される場合には、会員は仮払い請求をすること 

     ができる。 

   ３．対象者の給付金区分の認定は、当該事故後１８０日をもって本会で決議され、 

     認定された給付金区分に該当する給付金が支払われるものとする。 

４．対象者の給付金区分の認定が、当該事故後１８０日をもっても決議できない場

合は、最終決議を当該事故後３００日とする。 

第６条  （運営上の細則） 

１．本会運営については、預かり金の利息で運営するものとする。但し、不足が出

る場合、規定第１２条にて決定する。 

２．規定第１２条（２）の事項の場合は、会議費用は等分され会費にて各会員の共
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済会が負担するものとする。 

３．本会を代表して他の団体に出席の場合、経費は本会がもつものとする。 

 

              １９９６年１１月１ 日 制定適用 

         １９９７年 １月 １日   施行 

１９９８年 １月 １日 改定施行 

１９９９年 ６月２２日   訂補 

２０００年 １月 １日 改定施行 

２００１年 １月 １日 改定施行 

２００６年 １月 １日 改定施行 

２００９年 ６月 １日 改定施行 

 

以  上 

 

別表１（給付区分表） 

 

 
給付金区分－１・・・・１００％ 
１）死亡 
２）当該する事故を原因として９０日以内 

に死亡したもの 
 
給付金区分－２・・・・１００％ 
１）両眼が失明したもの 
２）咀嚼及び言語の機能を廃したもの 
３）神経系統の機能又は精神に著しい障害 

を残し、常に介護を要するもの 
４）胸腹部臓器の機能に著しい障害を残 

し、常に介護を要するもの 
５）両上肢をひじ関節以上で失ったもの 
６）両上肢の用を全廃したもの 
７）両下肢をひざ関節以上で失ったもの 
８）両下肢の用を全廃したもの 
９）その他身体の著しい障害により終身自 

用を弁ずることが出来ないもの 
 
給付金区分－３・・・・８０％ 
１）１眼が失明したもの 
２）両眼の視力が０．０２以下になった 

もの 
３）神経系統の機能又は精神に著しい障害 

を残し、随時介護を要するもの 
４）胸腹部臓器の機能に著しい障害を残 

し、随時介護を要するもの 
５）両上肢を腕関節以上で失ったもの 
６）両下肢を足関節以上で失ったもの 
７）両耳の聴力を全く失ったもの 
 

給付金区分－４・・・・７０％ 
１）咀嚼又は言語の機能を廃したもの 
２）神経系統の機能又は精神に著しい障害 

を残し、終身労務に服することができ 
ないもの 

３）胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し、 
終身労務に服することができないもの 

４）両手の手指の全部を失ったもの 
給付金区分－５・・・・６０％ 
１）両眼の視力が０．０６以下になった 

もの 
２）咀嚼及び言語の機能に著しい障害を残 

すもの 
３）１上肢をひじ関節以上で失ったもの 
４）１下肢をひざ関節以上で失ったもの 
５）両手の手指の全部の用を廃したもの 
６）両足をスリフラン関節以上で失った 

もの 
給付金区分－６・・・・５０％ 
１）神経系統の機能又は精神に著しい 

障害を残し、特に軽易な労務以外の労 
務に服することができないもの 

２）胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し、 
特に軽易な労務以外の労務に服するこ 
とができないもの 

３）１上肢を腕関節以上で失ったもの 
４）１下肢を足関節以上で失ったもの 
５）１上肢の用を全廃したもの 
６）１下肢の用を全廃したもの 
７）両足の足指の全部を失ったもの 
 

２０００年１月１日 施行 
以上 
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ＪＭＲＣ中部モータースポーツ互助会規約 

第１条 目的 
ＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下ＪＭＲＣ中部という）は２０１２年１月７日に制定されたラリー互助会を発展 
的に解消し、ラリー競技会及びジムカーナ、ダートトライアル競技会（以下スピード行事）等の振興のため、 
競技参加者の各種負担軽減を目的とする相互扶助制度を設ける。 

第２条 名称 
ＪＭＲＣ中部モータースポーツ互助会（以下互助会という）とする。 

第３条 構成 
１．この互助会は、２０１５年１１月３０日現在保有するＪＭＲＣ中部ラリー互助会の積立金を資産とする。 
２．互助会の積み立ては互助会加入金、寄付金等をもってそれに充てるものとする。 

第４条 対象者  
１．ラリー競技会及びスピード行事に参加するドライバーが、ＪＭＲＣ中部に加盟するクラブの所属員で３０日
以上の所属実績があること。 

２．ラリー競技会及びスピード行事に参加するドライバーがＪＭＲＣ中部事務局に当該年度の所属員として登
録申請されており当該クラブ、団体での活動に実態があること。 

３．ＪＭＲＣ中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会で事前にＪＭＲＣ中部の承認を得られた大会
に参加するドライバー。 

４．そのほかＪＭＲＣ中部が認めた者。 
第５条 互助会への加入  
１．互助会に加入する場合は以下の３つのタイプから選択して加入するものとする。 
（１）ラリータイプ

各自、ラリー専用の振込用紙にて５，０００円の会費（１大会毎の掛け捨て）を郵便局にて大会日以前に
確実に振込みすること。また、大会公式参加受付時にその領収書を提示すること。

（２）スピード行事タイプ
スピード行事の場合、スピード行事専用の振り込み用紙にて３，０００円の会費（１年間の掛け捨て）を
郵便局にて大会日以前に確実に振込みすること。（注１）
ただし年度内に給付を受けたものは新たに給付を受けられないものとする。（注２）
注１：振込み日以前の大会分は無効 注２：再度加入申し込みをした場合は給付を受けられる

（３）イベントタイプ
ＪＭＲＣ中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会の場合、主催者は参加者１名当たり３００円
の会費（１大会ごとの掛け捨て）を郵便局にて大会日以前に確実に振込むとともに事務局あてに指定の
参加者名簿をＦＡＸ、電子メールにて送付すること。

２．重複して加入した場合や資格が無い者が加入した場合でも連絡や返金を行わないものとする。 
第６条 対象期間 
ラリータイプおよびイベント主催タイプの場合は該当する競技会の開催期間としスピード行事タイプの場合は
加入日から当該年度１２月３１日までとする。

第７条 適用競技会等 
１．ラリータイプの場合はＪＭＲＣ中部チャンピオンシリーズ、チャレンジシリーズ、その他ＪＭＲＣ中部が認め
た競技会とする。 

２．スピード行事タイプの場合は以下の競技会全戦を対象とする。 
（１） ＪＭＲＣ中部ジムカーナ、ダートトライアル選手権（通称チャンピオン戦、ミドル戦）全戦
（２） ＪＭＲＣ全国オールスタージムカーナ・ダートトライアル
（３）ＪＭＲＣ西日本ジムカーナフェスティバル・ダートトライアルフェスティバル
３．イベントタイプの場合はＪＭＲＣ中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会でＪＭＲＣ中部が認め

たイベントを対象とする 
第８条 補償内容（対人）  
■ラリータイプの場合
当該競技中（レッキを含む）に発生した、クルーが加害者となる対人身事故（死亡事故）に対して、１事故
５００万円を限度として、見舞金を給付する。ただし、当該事故について、別途任意保険等から補償を受け
る場合、本互助会の重複給付は行わない。

■スピード行事タイプの場合
当該競技中（公開練習を含む）に発生した、ドライバーが加害者となる対人身事故（死亡事故）に対して、
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１事故５００万円を限度として、見舞金を給付する。ただし、当該事故について、別途任意保険等から補償
を受ける場合、本互助会の重複給付は行わない。 

■イベントタイプの場合 
イベントに参加ドライバー本人の人身事故（死亡事故）に対して１事故５００万円を限度として、見舞金を給
付する。また、事故により連続７日間以上入院したとき、１日目から１８０日の範囲内で１日当たり３，０００
円の見舞金を給付する。ただし、当該事故について、別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会
の重複給付は行わない。 

第９条補償内容（対物） 
■ラリータイプの場合 
当該ラリー競技に発生した、クルーが加害者となる対物損事故に対して、１事故２００万円（免責１０万円）
を限度として、見舞金を給付する。ただし、当該競技に参加する他の競技車両との対物損事故については
対象外とする。また、当該事故について、別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会の重複給付
は行わない。 

■スピード行事タイプの場合 
当該競技中（公開練習を含む）ドライバー本人が加害者となる対物損事故に対して、１事故１０万円（免責
３万円）を限度として、見舞金を給付する。ただし、当該競技に参加する他の競技車両との対物損事故に
ついては対象外とする。 
また、当該事故について、別途任意保険等から補償を受ける場合、本互助会の重複給付は行わない。 
なお上記のほかにクラッシュ、転倒などにより明らかに自走不能状態に陥った場合（整備不良が原因とな
るもの及びエンジントラブル・駆動系トラブル等の故障を除く）は３万円を限度に給付する（免責なし、前項
と重複給付可） 

■イベントタイプの場合 
ＪＭＲＣ中部正会員、賛助会員が主催する走行会や練習会では対物の補償は行わないものとする。 

第１０条 事故報告  
事故報告はドライバー本人が事故発生後速やかにＪＭＲＣ中部事務局宛に行うこと。原則として３０日以内
に適切な事故報告が行われない場合、給付を行わない場合がある。 
事故報告書（発生時の現場詳細図および発生状況説明書）および適正な方法で作成された見積書をＪＭＲ
Ｃ中部事務局に提出すること。ドライバーが報告できない場合は、大会主催者または所属するクラブ員が行
うこと。 

第１１条 給付  
１．事故報告書を基に発生状況を調査の上、運営委員会の審議結果が前項報告者に通知され、運営委員
会で給付の承認がされた場合、支払済みの領収書原本をＪＭＲＣ中部事務局に提出後ドライバーに銀行
振り込みにて給付されるものとする。 

２．見舞金給付後、請求に不正が発覚した場合は見舞金の返還を求めることができる。 
３．不正が悪質と認められる場合、ＪＭＲＣ中部は互助会加入資格取消などを行うことができる。 

第１２条 管理 
１．本互助会の会計はＪＭＲＣ中部運営委員会によって管理される。 
２．ＪＭＲＣ中部は本互助会の積立額が低額の場合、見舞金給付に備えて各種基金等より１０００万円を上
限に見舞金給付引当金を予算計上するものとする。 

３．本互助会は積立金額を上回る給付が発生した場合、ＪＭＲＣ中部の見舞金給付引当金の範囲内で無利
息にて借り入れを行い給付することが出来るものとする。ただし公的セーフティネットに入っていないため、
見舞金給付金額が互助会積立金またはＪＭＲＣ中部見舞金給付引当金額を上回った場合は給付できな
いことを予め承知しなければならない。 

４．本規約の改定は、クラブ・団体代表者会議において過半数の賛成を必要とする。 
５．ＪＭＲＣ中部は本互助会に対する債権を放棄して本互助会を解散することができる。 

第１３条 本規約の施行 
本規約は２０１６年１月１日より施行する。 

 
制定 ２０１５年７月２０日 
施行 ２０１６年１月 １日 
改定 ２０１６年１月 ９日 
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ＪＭＲＣ中部モータースポーツ互助会加入のご案内 

別紙規約を熟読の上以下の要領でお申し込みください 

※ラリータイプの記入例

※スピード行事タイプの記入例

００８２０ ３ １８４３０２ ￥５０００ ００８２０ ３

１８４３０２JMRC 中部MS互助会 

123 456 
愛知県名古屋市○○区○○町１２３

○×マンション１－２３

山田 太郎

052 1234 5678 

大会名称 〇△ラリー２０１６ 
開催日  〇月〇日から〇月〇日 
所属クラブ チーム〇〇

ライセンスナンバー １２３４５６８９１２３４

JMRC中部MS互助会 

￥５０００

〇△ラリー２０１６

山田 太郎 

００８２０ ３ １８４３０２ ￥３０００ ００８２０ ３

１８４３０２JMRC 中部MS互助会 

123 456 
愛知県名古屋市○○区○○町１２３

○×マンション１－２３

山田 太郎

052 1234 5678 

スピード行事タイプ 
所属クラブ チーム〇〇

ライセンスナンバー １２３４５６８９１２３４

JMRC中部MS互助会 

￥３０００

スピード行事タイプ

山田 太郎 
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※イベントタイプの記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

００８２０ ３ １８４３０２ ￥６０００ ００８２０ ３ 

１８４３０２ JMRC 中部MS互助会 

123 456 
愛知県名古屋市○○区○○町１２３ 
 
株式会社〇〇 代表取締役 山田太郎 

052  1234  5678 

大会名称 〇△□走行会 
開催日  〇月〇日     ＪＭＲＣ中部承認日 〇月〇日 
加盟団体 株式会社〇〇 
開催場所 〇△サーキット    参加人数  ２０名 

JMRC中部MS互助会 

￥６０００ 

〇△□走行会 
株式会社〇〇  
代表取締役 山田太郎 
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ＪＭＲＣ中部モータースポーツ互助会イベントタイプ申込書 

イベント名称                                  

開催場所                             ＪＭＲＣ登録印 

主催者                             

連絡先      ＴＥＬ            ＦＡＸ             

         携帯                             

開催日           月    日   ～      月    日    

参加者名簿    参加人数    人                            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

ＪＭＲＣ中部承認欄 

FAX   → ０５７２（５５）５２０１ 

Email      fmmurase@ob.aitai.ne.jp               印 

 

   月  日 

 

別添資料添付可 
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ＪＭＲＣ中部スポーツ安全保険加入支援規定 

ＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下、ＪＭＲＣ中部という）は、本会に加盟するクラブ･団体の所属員の福利厚生

のためにスポーツ安全保険加入支援制度を設け、本規定をもって運用する。 

第１条（目 的） 

この規定は、ＪＭＲＣ中部が会員の福利厚生のためにスポーツ安全保険加入支援制度を設け、必要な事項を

定める。 

第２条（事 業） 

この制度は、ＪＭＲＣ中部が加入を希望する会員に対してスポーツ安全保険の加入金の一部として１名当た

り１，０００円を補助する。 

第３条（対象者） 

１．この制度の対象者は、ＪＭＲＣ中部に加盟するクラブ･団体の所属員とし申請時においてクラブ、団体に３０

日以上の所属実績があるものとする。 

２．補助を受けたものでＪＭＲＣ中部のクラブ、団体での活動に実態が無いと確認された場合、補助金の返金を

求める場合がある。 

３．補助人数の上限は公認団体、公認クラブ３０名、加盟クラブ１５名、準加盟クラブ１０名、承認クラブ５名

とする。 

第４条（補助申請方法） 

１．スポーツ安全保険の加入は各クラブ単位で行うものとする。なお、登録時の団体名にＪＭＲＣ中部と記載す

ること。（例：ＪＭＲＣ中部○○○レーシングクラブ） 

２．新規加盟時または年度更新時において提出するＪＡＦ中部地域クラブ協議会共済会クラブ員登録申請書に併

せて、スポーツ安全保険加入者団体員名簿、払い込み完了通知書の写しを郵送、または電子メールにて送付

するものとする。 

３．補助金の申請は１クラブあたり年度毎に１回のみとし３月１日から４月末日までに申請するものとする。 

４．補助金の支給は銀行振り込みにてクラブ指定の口座に振り込むものとする。なお、その場合の振込み手数料

はクラブの負担とする。 

第５条（財源） 

本制度は原則として限りのあるＪＭＲＣ中部基金を財源とするため制度利用者の増加や基金の減少により中

止や廃止されることを予め承知しなければならない。 

第６条（本規定の改定） 

本規定の改定は、クラブ・団体代表者会議において過半数の賛成を必要とする。 

第７条（その他） 

ＪＡＦ公認競技会において監督役務や審査委員を務める予定があるものは本制度の利用を強く推奨するもの

とする。 

第８条（本規定の施行） 

本規定は２０１６年１月１日より施行する。 

以上 

２０１５年７月２０日制定 

２０１６年１月  １日施行 

２０１６年１月 ９日改正

２０１７年１月１４日改定 
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ＪＭＲＣ中部モータースポーツ振興基金規定 

 
ＪＡＦ中部地域クラブ協議会（以下、ＪＭＲＣ中部という）は、ＪＭＲＣ中部の事務局開設、維持を目的に積み
立てられた維持準備金、及びＪＭＲＣ中部基金をＪＭＲＣ中部の運営、モータースポーツの振興を目的とし、本
規定をもって制定し運用する。 
 
第１条（目 的） 
この規定は、ＪＭＲＣ中部が中部地区のモータースポーツ振興及び事務局の維持、開設をはかるために設定した
ＪＭＲＣ中部モータースポーツ振興基金（以下「基金」という）に関し、必要な事項を定める。 
 
 第２条（事 業） 
この基金は、ＪＭＲＣ中部が主に中部地区のモータースポーツを振興するために行われる事業や事務局の開設、
維持に必要な費用、及び会員の福利厚生にあてる。 
 
 第３条（構 成） 
１．この基金は、２０１６年１１月３０日現在保有する維持準備金、及びＪＭＲＣ中部基金を基本とした資産と

する。 
 ２．基金の積み立ては一般会計の余剰金、寄付金をもってそれに充てるものとする。 
 
第４条（管 理） 
１．この基金の管理並びにその運用は運営委員会が行う。 
２．基金を取り崩す場合は運営委員会及びクラブ・団体代表者会議の承認を得て一般会計に繰り入れるものとす

る。 
 
第５条（本規定の改定） 
本規定の改定は、クラブ・団体代表者会議において過半数の賛成を必要とする。 
 
第６条（本規定の施行） 
本規定は２０１６年１月１日より施行する。 

以上 
 

２０１５年７月２０日制定 
２０１６年１月 １日施行 
２０１７年１月１４日改定 
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資 料 
■２０１６年度ＪＭＲＣ中部加盟・クラブ団体数   ２０１６年１２月現在 

 公認クラブ 加盟クラブ 準加盟クラブ 承認クラブ 合  計 

富山支部  5 5 ２ １２ 

石川支部  ７ ５  １２ 

福井支部  １ ３  ４ 

岐阜支部  ６ ５ ２ １３ 

静岡支部  ４ １1  １５ 

愛知支部 １ ２０ ２６ ７ ５４ 

三重支部 １ ３ ６ １ １1 

合  計 ２ ４３ ６３ １４ １２１ 

 
■ＪＭＲＣ中部共済会         ■中部地区許可証発行数 

共済会年度別加入者数  許可証所持者数 

１９９３年 １０,０７３  １９９３年  

１９９４年 ９,４６２  １９９４年  

１９９５年 ８,５４７  １９９５年 ８,４１８ 

１９９６年 ２,８４０  １９９６年 ８,２１３ 

１９９７年 ４,７４８  １９９７年 ７,８９６ 

１９９８年 ４,０５９  １９９８年 ７,５４７ 

１９９９年 ４,７３７  １９９９年 ７,５０５ 

２０００年 ４,５３８  ２０００年 ７,２４３ 

２００１年 ４,３１７  ２００１年 ７,０９９ 

２００２年 ４,１８６  ２００２年 ７,０９２ 

２００３年 ３,６０７  ２００３年 ７,０３３ 

２００４年 ２,９０９  ２００４年 ７,０８５ 

２００５年 ２,７８７  

 

２００５年 ６,７３０ 

２００６年 ３,２６０ ２００６年 ６,２５０ 

２００７年 ２,８０３  ２００７年 ５,９３０ 

２００８年 ３,００２  ２００８年 ７,００７ 

２００９年 ２,８６８  ２００９年 ７,００７ 

２０１０年 ２,７１５  ２０１０年 ６,８７９ 

２０１１年 ２,５６９  ２０１１年 ６,７３２ 

２０１２年 ２,５１５  ２０１２年 ６,８１６ 

２０１３年 ２,４９９  ２０１３年 ７,１１５ 

２０１４年 ２,４９９  ２０１４年 ７,３０７ 

２０１５年 ２,５６７  ２０１５年 ７,６０３ 

２０１６年 ２,５７０  ２０１６年 ７.８２０ 
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yo
h
ka

i
清

本
　

享
志

5
1
2
-
8
0
6
5

三
重

県
四

日
市

市
千

代
田

町
4
9
3
-
2

0
5
9
-
3
2
5
-
6
2
8
3

3
-
2
4
0
6
4

A
N

T
E
L
O

P
E

門
田

　
忠

純
5
1
1
-
0
9
3
9

三
重

県
桑

名
市

坂
井

9
1
2
-
2
0

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

1
0
2

0
5
9
5
-
9
8
-
4
9
0
0

3
-
2
4
0
6
6

J
O

Y
坂

口
　

嘉
朋

5
1
4
-
2
2
0
4

三
重

県
津

市
芸

濃
町

雲
林

院
1
0
1
2
-
3

坂
口

自
動

車
整

備
工

場
0
5
9
-
2
6
5
-
3
0
7
0

3
-
2
4
0
6
7

T
S
Y

駒
田

　
竜

司
5
1
0
-
0
3
1
8

三
重

県
津

市
河

芸
町

杜
の

街
2
-
3
0
-
6

0
5
9
-
2
1
2
-
0
1
1
6

3
-
2
4
0
7
0

C
S
.L

E
M

A
N

東
　

毅
5
1
4
-
0
1
0
2

三
重

県
津

市
栗

真
町

屋
町

9
4
5
-
5
1

カ
ー

シ
ョ
ッ

プ
　

ル
・
マ

ン
0
5
9
-
2
3
2
-
1
7
8
7

h
tt

p:
/
/
m

o
to

r.
ge

o
c
it
ie

s.
jp

/
m

ih
am

al
e
m

an

3
-
2
4
0
7
1

T
T
R
.M

渡
辺

　
徹

5
1
5
-
0
3
1
7

三
重

県
多

気
郡

明
和

町
池

村
1
3
7
2

0
5
9
6
-
5
2
-
0
0
9
9

4
-
2
4
0
0
1

H
R
S

榎
本

　
利

弘
5
1
0
-
0
2
0
1

三
重

県
鈴

鹿
市

住
吉

町
西

石
の

森
6
7
2
6
-
1
0
１

ﾋ
ｵ

ｷ
住

吉
倉

庫
1
-
1
　

ﾁ
ｰ
ﾑ

ﾊ
ﾔ

ﾏ
内
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ＪＭＲＣ中部選手権戦 歴代チャンピオン 

■チャンピオンシリーズ          ■ターマックシリーズ 

 
 
 
 

 ドライバー部門 ナビゲータ部門 
２０００年 木下 誠一 棚木 宏幸 

２００１年 小川 博史 御領 親幸 

２００２年 
Ⅰクラス 
Ⅱクラス 

 
山村 浩三 
蒲生 裕一 

 
中川 博史 
前田 健吾 

２００３年 
Ⅰクラス 
Ⅱクラス 

 
福島 徳也 
小村 健二 

 
千葉 聡司 
保田 将史 

２００４年 
Ⅰクラス 
Ⅱクラス 

 
高木 大輔 
蒲生 裕一 

 
中川 啓介 
前田 健吾 

２００５年 
Ⅰクラス 
Ⅱクラス 

 
谷川 慶輔 
田口 伸 

 
永田 征秀 
伊藤 順子 

２００６年 
Ⅰクラス 
Ⅱクラス 

 
藤田 哲也 
木田 拓也 

 
坂本 啓二 
坂口 進 

２００７年 田中 健三 小川 博史  
 
 

  

■チャレンジシリーズ 

 ドライバー部門 ナビゲータ部門 

２０１０年 假屋 優 大橋 智樹 

２０１１年 内田 園美 池嶋 賢 

２０１２年 坂井 智幸 田所 譲 

２０１３年 辻  寛司 川島 健司 

２０１４年 沖田 佑真 廣瀬 秀樹 

２０１５年 安藤 裕一 林 剛 

２０１６年 浅井 康介 里中 謙太 

  ドライバー 
部門 

ナビゲータ 
部門 

２０００年 Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

藤田 哲也 
小中 利市 
川田 三千彦 

鹿肝 利明 
本道 治成 
落合 光 

２００１年 Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

杉山 昇 
山口 清司 
徳能 大輔 

北田 稔 
内野 稔秀 
池田 稔 

２００２年 
 

Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

藤田 哲也 
天野 智之 
萩沢 克己 

鹿肝 利明 
井上 裕紀子 
棚木 宏幸 

２００３年 
 

Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

不成立 
高橋 悟志 
田口 慎二 

不成立 
大串 仁之 
奥村 久継 

２００４年 
 

Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

不成立 
広上 徹 
平林 織部 

不成立 
佐々木 翔 
田中 久夫 

２００５年 
 

Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

不成立 
今井 康博 
小川 博史 

不成立 
大串 仁之 
森脇 克也 

２００６年    

２００７年 
 

Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 
Ｄクラス 

明治 慎太郎 
板本 敬ニ 
香川 秀樹 
大倉 聡 

足立 さやか 
佐々木 翔 
船木 一祥  
保井 隆宏 

２００８年 
 

Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

里 貴之 
板本 敬二 
田邉 亘 

石田 一輝 
北田 稔 
黒木 崇史 

２００９年 
 

Ａクラス 
Ｂクラス 
Ｃクラス 

岩井 謙治 
濱井 義郎 
那須 文章 

丹羽 貴裕 
鈴木 眞由美 
前田 健吾 

２０１０年 
 

ＤＥ４クラス 
ＤＥ３クラス 
ＤＥ２クラス 

藤川 勝行 
山村 浩三 
上條 泰 

青木 弘之 
内田 園美 
辻  正男 

２０１１年 
 

ＤＥ４クラス 
ＤＥ３クラス 
ＤＥ２クラス 

宮本 雅彦 
岩井 謙治 
船木 淳史 

青木 弘之 
丹羽 貴裕 
神山 佐知子 

２０１２年 
 

ＤＥ４クラス 
ＤＥ３クラス 
ＤＥ２クラス 

村上 健 
柴田 哲郎 
武田 雄一郎 

鈴木 和人 
野口 恒太 
武田 友己 

２０１３年 
 

ＤＥ４クラス 
ＤＥ３クラス 
ＤＥ２クラス 

宮本 雅彦 
寺島 信也 
西村 修 

杉原 慶彦 
関根 慎二 
武田 友由己 

２０１４年 ＤＥ６クラス 
ＤＥ５クラス 
ＤＥ３クラス 
ＤＥ２クラス 

宮本 雅彦 
寺島 信也 
坂井 智幸 
金井 優大 
野村 長 

前田 健吾 
関根 慎二 
鎌野 賢志 
安永 裕 
山村 浩二 

２０１５年 
 
 

ＤＥ６クラス 
ＤＥ５クラス 
ＤＥ３クラス 

宮本 雅彦 
西村 修 
福田 卓也 

鈴木 眞由美 
坂口 進 
中根 秀之 

２０１６年 
 

ＤＥ６クラス 
DE4/5 ｸﾗｽ 
ＤＥ３クラス 

村上 健 
石原 裕也 
佐藤 光理 

前田 健吾 
小林 剛 
塩田 卓史 
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ＪＭＲＣ中部選手権戦 歴代チャンピオン 
■ジムカーナ選手権        ■ダートトライアル選手権 
２０００年 Ｌ 

Ａ１ 
Ａ２ 
Ａ３ 
Ａ４ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｄ 

向井 直美 
梶浦 善孝 
佐野 光之 
深谷 宏幸 
中農 久弥 
関     和基 
鈴木 祐美子 
川村 徹 

 ２０００年 Ｌ 
Ａ１ 
Ａ２ 
Ａ３ 
Ａ４ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｃ３ 

 Ｄ 

栗本 佐登美 
水谷 元勅 
藤井 智行 
高木 勝人 
櫛田 正文 
村瀬 秋男 
太田 雅文 
三枝 重光 
岩月 義人 

２００１年 Ｌ 
Ａ１ 
Ａ２ 
Ａ３ 
Ａ４ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｄ 

向井 直美 
朝山 崇 
樫山 慶 
大石 博之 
岡部 隆市 
庄谷 博明 
野口 善二 
川村 徹 

 ２００１年 Ｌ 
Ａ１ 
Ａ２ 
Ａ３ 
Ａ４ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｃ３ 

 Ｄ 

宮島 みどり 
堀内 隆 
古本 順郎 
澤田 恭昌 
伊藤 祥充 
平原 祐一郎 
鈴木 洋考 
和田 淳二 
山口 幸男 

２００２年 Ｌ 
Ａ１ 
Ａ２ 
Ａ３ 
Ａ４ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｄ 

石崎 奈美 
緒方 崇之 
樫山 慶 
大石 博之 
岡部 隆一 
ヒロショウヤ 
不成立 
村上 仁 

 ２００２年 Ｌ 
Ａ１ 
Ａ２ 
Ａ３ 
Ａ４ 
Ｃ１ 
Ｃ２ 
Ｃ３ 

 Ｄ 

宮島 みどり 
押尾 明 
土屋 勝平 
和田 淳二 
西村 浩一 
平原 祐一郎 
堀江 真徳 
小柳 信久 
栗本 利也 

２００３年 Ｌ 
Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｎ３ 
Ｎ４ 
Ｓ１ 
Ｓ２ 
Ｓ３ 
Ｄ 

谷口 治子 
小嶋 修 
加藤 秀彰 
阿部 洋一 
林  智博 
稲垣 守 
大石 博之 
桃井 守 
五十嵐 豊光 

 ２００３年 Ｌ 
Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｎ３ 
Ｎ４ 

ＳA・SC１ 
ＳA・SC２ 
ＳA・SC３ 

Ｄ 

宮島 みどり 
押尾 明 
中島 孝恭 
篠原 高広 
北村 和浩 
山崎 利博 
村瀬 秋男 
櫛田 正文 
山口 幸男 

２００４年 Ｌ 
N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 
Ｄ 

奈良橋 成美 
今村 隆昭 
佐野 光之 
森嶋 昭時 
林  智博 
稲垣 守 
奥村 和也 
鳥居 孝成 
川村 徹 

 ２００４年 Ｌ 
Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｎ３ 
Ｎ４ 
SC１ 
SC２ 
SC３ 
 Ｄ 

山田 ひとみ 
平原 祐一郎 
藤井 智行 
高木 勝人 
松原 功治 
中島 孝恭 
味岡 とどむ 
櫛田 正文 
鳥居 晴彦 

２００５年 
 
 
 
 
 
 
 
 

L 
N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

Ｄ 

奈良橋 成美 
朝山 崇 
大須賀 義外 
小松 満明 
岡部 隆市 
黒谷 尚純 
大石 博之 
谷津 治子 
川村 徹 

 ２００５年 L 
Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｎ３ 
Ｎ４ 
SC１ 
SC２ 
SC３ 
Ｄ 

渡邊 尚美 
押尾 明 
横内 由充 
廣上 徹 
中村 慶治 
中島 孝恭 
船塚 仁嗣 
伊藤 祥充 
小阪 雄一 

２００６年 
 

L 
Ｓ1500 

N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

Ｄ 

津川 真由美 
季羽 史子 
今村 隆昭 
樫山 慶 
上本 昌彦 
中農 久弥 
三宅 孝彦 
奥村 和也 
大橋 渡 
川村 徹 

 ２００６年 L 
Ｓ1500 

Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｎ３ 
Ｎ４ 
SC１ 
SC２ 
SC３ 
Ｄ 

鎌田 朱美 
駒形 雄大 
則信 重雄 
横内 由充 
広上 徹 
松原 功治 
中島 孝泰 
三輪 智広 
竹平 素信 
山口 幸男 
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■ジムカーナ選手権         ■ダートトライアル選手権 
２００７年 L 

Ｓ1500 
N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

Ｄ 

津川 真由美 
季羽 史子 
土手 啓二朗 
安藤 将志 
安部 洋一 
岡部 隆市 
山本 伸行 
森嶋 昭時 
大橋 渡 
川村 徹 

 ２００７年 L 
N１ 
N２ 
N３ 
N４ 
Ｓ１ 
Ｓ２ 
Ｓ３ 
Ｓ４ 
Ｄ 

松下 尚美 
押尾 明 
本道 治成   
前田 蔵人 
大野  純治   
駒形 雄大 
中島 孝恭 
村瀬 秋男 
櫛田 正文 
渡辺 徹 

２００８年 L 
Ｓ1500 

N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

ＳＣ･Ｄ 

奥井 朝子 
前田 清隆 
土手 啓二朗 
神山 剛 
安部 洋一 
岡部 隆市 
成瀬 公彦 
角岡 隆志 
吉野 正則 
川村 徹 

 ２００８年 L 
N１ 
N２ 
N３ 
N４ 
Ｓ１ 
Ｓ２ 
Ｓ３ 
Ｓ４ 
Ｄ 

宮島 みどり 
福田 貴一 
松下 和樹 
前田 蔵人 
伏見 浩二 
鳥居 晴彦 
中島 孝恭 
池谷 欣是 
西村 浩一 
西尾 実 

２００９年 L 
Ｓ1500 

N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

ＳＣ･Ｄ 

奥井 朝子 
季羽 史子 
土手 啓二朗 
榎本 利弘 
安部 洋一 
中農 久弥 
成瀬 公彦 
角岡 隆志 
吉野 正則 
川村 徹 

 ２００９年 L 
N１ 
N２ 
N３ 
Ｓ１ 
Ｓ２ 
Ｓ３ 
Ｓ４ 
Ｄ 

土井 直子 
松下 努 
横井 浩平 
駒田 竜司 
平原 祐一郎 
中島 孝恭 
村瀬 秋男 
櫛田 正文 
西尾 実 

２０１０年 L 
Ｓ1500 

N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

ＳＣ･Ｄ 

谷津 治子 
鵜飼 洋一 
杉山 幸登 
東山 匡志 
安部 洋一 
佐藤 裕樹 
山本 誠 
前島 孝光 
牧野 タイソン 
川村 徹 

 ２０１０年 L 
 

N１ 
N２ 
N３ 
Ｓ１ 
Ｓ２ 
Ｓ３ 
Ｂ 
Ｄ 

土井 直子 
宮島 みどり 
山本 悠太 
福田 貴一 
米澤 叔晃 
大西 雅也 
村瀬 秋男 
三枝 重光 
菊池 克彦 
蓮池 量之 

２０１１年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

L 
Ｓ1500 

N１ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

ＳＣ･Ｄ 

村里 早織 
仲川 雅樹 
土手 啓二朗 
東山 匡志 
上本 昌彦 
岡部 隆市 
渡辺 信吾 
奥村 和也 
吉野 正則 
川村 徹 

 ２０１１年 L 
１ 
２ 
３ 
４ 

土井 直子 
堀江 真徳 
大西 雅也 
村瀬 秋男 
三枝 重光 

２０１２年 L 
 

Ｓ1500 
ＰＮ１ 
ＰＮ２ 
ＰＮ３ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳA３ 

ＳＣ･Ｄ 

森嶋 由紀子 
飯島 かつこ 
藤原 宏明 
鵜飼 洋一 
松本 敏 
佐藤 維是 
大石 博之 
上本 昌彦 
松尾 勝規 
速田 憲一 
奥村 和也 
山梨 俊二 
川村 徹 

 ２０１２年 L 
１ 
２ 
３ 
４ 

土井 直子 
馬場 基 
山本 悠太 
村瀬 秋男 
堀江 真徳 
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■ジムカーナ選手権         ■ダートトライアル選手権 
２０１３年 L 

Ｓ1500 
ＰＮ１ 
ＰＮ２ 
ＰＮ３ 
PN４ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 

ＳＣ･Ｄ 

村里 早織 
佐藤 巧 
土手 啓二朗 
中西 圭祐 
小川 国大 
太田 明 
仲川 雅樹 
安部 洋一 
岡部 隆市 
近藤 瑛貴 
大須賀 義外 
春田 徳生 

 ２０１３年 L 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

土井 直子 
横内 由充 
馬場 基 
齊藤 道夫 
村瀬 秋男 
松原 実 

２０１４年 Ｌ 
ＰＮ１ 
ＰＮ２ 
ＰＮ３ 
ＰＮ４ 
N２ 
N３ 
N４ 

ＳA１ 
ＳA２ 

ＳＣ･Ｄ 

村里 早織 
星野 潤 
藤居 真樹 
小川 国大 
太田 明 
仲川 雅樹 
安部 洋一 
松尾 勝規 
近藤 瑛貴 
大石 博之 
村上 仁 

 ２０１４年 ＲＷＤ 
PN/S1500 

Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｓ１ 
Ｓ２ 
Ｓ３ 
Ｌ 

横内 由充 
馬場 基 
齊藤 道夫 
村松 俊和 
崎山 晶 
西尾 賢治 
中村 慶治 
可児 遥 

２０１５年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｌ 
S1500 
ＰＮ１ 
ＰＮ２ 
ＰＮ３ 
ＰＮ４ 
N１ 
N２ 

ＳA１ 
ＳA２ 
ＳＡ３ 
ＳＣ･Ｄ 

樫山 貴子 
石崎 聖 
星野 潤 
下原 幸登 
小川 国大 
江口 裕史 
水野 俊亮 
安部 洋一 
小木曽 浩之 
大須賀 義外 
山田 拓 
村上 仁 

 ２０１５年 ＲＷＤ 
PN/S1500 

Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｓ１ 
Ｓ２ 
Ｓ３ 
Ｌ 

近藤 圭司 
深谷 文彦 
よしかわ順一 
村松 俊和 
森  大士 
村瀬 辰樹 
松原 実 
可児 遥 

２０１６年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｌ 
S1500 
ＰＮ１ 
ＰＮ２ 
ＰＮ３ 
ＰＮ４ 
Ｎ１ 
Ｎ２ 

ＳＡ１ 
ＳＡ２ 
ＳＡ３ 
ＳＣ 
Ｄ 

樫山 貴子 
石崎 聖 
渋谷 達也 
大石 博之 
小川 国大 
角岡 隆志 
榎本 利弘 
上本 昌彦 
近藤 瑛貴 
大須賀 義外 
岡部 隆市 
石井 公久 
五十嵐 豊光 

２０１６年 ＲＷＤ 
PN/S1500 

Ｎ１ 
Ｎ２ 
Ｓ１ 
Ｓ３ 

横内 由充 
深谷 文彦 
前田 利幸 
村松 俊和 
広上 徹 
松原 功治 
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２０１６年ＪＭＲＣ中部選手権 表彰者名簿 

◇ＪＭＲＣ中部ジムカーナ選手権

● S1500クラス ● ＰＮ１クラス ● ＰＮ２クラス

１ 石崎 聖 EMOTION １ 渋谷 達也 EMOTION １ 大石 博之 ALL-ROUND 

２ 大下 貴 HRS ２ 樫山 慶 URARA ２ 下原 幸登 M-I 

３ 渡瀬 和則 SP-R ３ 山田 崇之 RST ３ 島倉 祐二 MSC-WAGO 

４ 星野 潤 TORAP 

５ 中川 篤 ARRANGE 

６ 松木 紀友 BOMB 

● ＰＮ３クラス ● ＰＮ４クラス ● Ｎ１クラス

１ 小川 国大 FORMULA １ 角岡 隆志 TORAP １ 榎本 利弘 HRS 

２ 若山 真也 Pleasure ２ 太田 明 FORMULA ２ 西井 将宏 I.S.S 

３ 山﨑 哲也 R&R ３ 柳瀬 昌樹 T.E.S ３ 若林 陽太郎 CTRC 

４ 仲川 雅樹 T.E.S 

５ 磯村 良二 ZEST 

６ 渡辺 庸仁 RST 

● Ｎ２クラス ● ＳＡ1クラス ● ＳＡ２クラス

１ 上本 昌彦 PALM TOWN １ 近藤 瑛貴 T.E.S １ 大須賀 義外 M-ARTS

２ 安部 洋一 T.E.S ２ 渡辺 信吾 DMSC ２ 小澤 忠司 T.E.S 

３ 林 啓輔 T.E.S ３ 河辺 智紀 T-URGENT ３ 前島 孝光 M-I 

４ 速田 憲一 TORAP 

５ 寺田 大祐 M-I 

６ 堤 信久 STREAM 

● ＳＡ３クラス ● ＳＣクラス ● Ｄクラス

１ 岡部 隆市 NRC １ 石井 公久 Pleasure １ 五十嵐 豊光 A･B･C 

２ 西田 哲弘 IRC ２ 桃井 守 NRC ２ 村上 仁 AZUR-RS 

３ 松尾 勝規 T-URGENT ３ 小西 敏夫 ARRANGE ３ 佐藤 宗嗣 T.WOT 

● ﾚﾃﾞｨｰｽｸﾗｽ

樫山 貴子 URARA 

大立 知子 K-ONE R 

工藤 実里 T.E.S 
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◇ＪＭＲＣ中部ダートトライアル選手権 

● ＲＷＤクラス  ● PN/S1500クラス ● Ｎ１クラス  

１ 横内 由光  １ 深谷 文彦 ARC １ 前田 利幸 ANTELOPE 

２ 清野 タカシ T.T.G  ２ 馬場 基 PORT.T ２ 岸  貴洋 T.T.G 

３ 近藤 圭司 FASC ３ 深見 延良 ATHLETE ３ 高間 一光 URARA 

      ４ 浦上 真 BIG VAN 

      ５ 渥美 孝太郎 TEAM SCALAR 

      ６ 鳥居 晴彦 T-321 

         

● Ｎ２クラス  ● Ｓ１クラス  ● Ｓ３クラス  

１ 村松 俊和 BMSC １ 広上 徹 R-8石川 １ 松原 功治 PALM TOWN 

２ 浦上 智明 BIG VAN ２ 則信 重雄 T.T.G ２ 松原 実 CMSC岐阜 

３ 山内 友和 SHIROKIYA ３ 高木 勝人 MSC-WAGO ３ 堀江 真徳 HRS 

４ 三上 勝義 BMSC ４ 杉田 聡 TOMBO ４ 杉山 文明 T.T.G 

５ 加茂 博昭 Vento`s ５ 中島 孝恭 MSCA ５ 米澤 叔晃 Vento`s 

６ 伴  和則 PORT.T ６ 上角 好孝 ANTELOPE ６ 服部 雅士 SHIROKIYA 

         

◇ＪＭＲＣ中部ラリーチャンピオンシリーズ 

○ ドライバー部門       

● ＤＥ６クラス  ● ＤＥ４．５クラス ● ＤＥ３クラス  

１ 村上 健 SHIROKIYA １ 石原 裕也 RST １ 佐藤 光理 ON! 

２ 蒲生 裕一 TSY ２ 鮫島 大湖 MASC ２ 加藤 英祐 T.W.O.T 

３ 宮本 雅彦 R･M･A ３ 川口 孝則 SHIROKIYA ３ 坂井 智幸 TAKE'S 

   ４ 辻  寛司 RST ４ 野村 長 AND 

   ５ 宮前 信彌 MSC-WAGO ５ 島田 章 TAKE'S 

   ６ 石井 貴太 SHIROKIYA    

         

         

         

○ コ･ドライバー部門       

● ＤＥ６クラス  ● ＤＥ４．５クラス ● ＤＥ３クラス  

１ 前田 健吾 T･S･Y １ 小林 剛 RST １ 塩田 卓史 CARS東海 

２ 浦  雅史 MASC ２ 船木 佐知子 MASC ２ 鎌野 賢志 TAKE'S 

３ 白崎 清之 T.W.O.T ３ 角浦 幸治 SHIROKIYA ３ 新井 健吾 TEAM-TASC 

   ４ 鈴木 眞由美 SHIROKIYA ４ 坂口 進 Duck bill 

   ５ 佐々木 翔 MRT-金沢 ５ 関根 慎二 SHIROKIYA 

   ６ 川島 健司 RST    
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◇ ＪＭＲＣ中部ジムカーナミドル選手権チャンピオン 

●東海シリーズ 

S1500 宮地 英樹 K-one R ＰＮ１ 水野 元彰 NRC 

ＰＮ３ 久保 敦嗣 HRS ＲＮ２ 松山 充利 M-I 

ＲＡ１ 森下 弘之 PTA RA2000 土岐 武也 ON! 

ＲＡ２ 村上 晋二郎 Pleasure ＲＡ３ 浅岡 祥太郎 FORMULA 

ＳＡ１ 則包 壮大 T.E.S ＳＡ２ 青木 順一 T.T.G 

      

      

  ●北陸シリーズ 

S1500 前川 忠浩 CS.LEMAN PN-2WD 大倉 辰弥 BNS 

ＲＡ１ 吉崎 信広 TOLAP ＲＡ２ 塩本 誠 KRM 

ＲＡ３ 福島 正人 BNS    

      

 

◇ ＪＭＲＣ中部ダートトライアルミドル選手権チャンピオン 

●東海シリーズ 

ＦＷＤ 中道 理恵子 TTAS ４ＷＤ イデブロック T.T.G 

      

      

  ●北陸シリーズ 

クラス２ 浦上 真 BIG VAN クラス４ 藤田 哲也 MRT-金沢 

      

      

 

◇ＪＭＲＣ中部ラリーチャレンジシリーズチャンピオン 

○ドライバー部門  ○コ･ドライバー部門  

１ 浅井 康介 MASC １ 里中 謙太 TEAM-TASC 

２ 中村 康和 ON! ２ 北田 稔 KRM 

３ 笹岡 亮祐 ON! ３ 白木 雅夫 ON! 
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Ｔ
Ｏ
Ｎ

三
浦
　
悦
子

4
3
2
-
8
0
3
3

静
岡
県
浜
松
市
中
区
海
老
塚
２
－
２
５
－
３
６

0
5
3
-
4
5
5
-
3
5
7
7

ﾁ
ｰ
ﾑ
ｼ
ﾛ
ｷ
ﾔ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ

御
領
　
親
幸

4
7
3
-
0
9
0
8

愛
知
県
豊
田
市
宝
町
玉
泉
８
０
－
２

㈲
エ
ス
ア
ー
ル
エ
ス
内

0
5
6
5
-
2
8
-
6
5
2
4

ｽ
ﾘ
ｰ
ｱ
ｰ
ﾙ

Ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ｅ
-
Ｒ

福
田
　
淳
三

9
2
4
-
0
8
2
1

石
川
県
白
山
市
木
津
町
１
０
６
１

0
7
6
-
2
7
6
-
5
7
5
3

ﾁ
ｰ
ﾑ
．
ｵ
ﾌ
ﾞ
．
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｰ
．
ﾎ
ﾞ
ｰ
ｲ
ｽ
ﾞ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｏ

板
坂
　
尚
孝

9
3
9
-
8
1
8
3

富
山
県
富
山
市
小
中
４
０
７

0
7
6
-
4
2
9
-
0
4
1
9

ﾁ
ｰ
ﾑ
　
う
ら
ら

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ

平
澤
　
政
夫

9
1
9
-
0
1
3
1

福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
今
庄
６
－
９
－
１

0
9
0
-
3
1
5
5
-
3
6
0
1

ﾁ
ｰ
ﾑ
ｾ
ﾞ
ｽ
ﾄ

Ｚ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

松
下
　
和
樹

4
7
2
-
0
0
4
5

愛
知
県
知
立
市
長
篠
町
新
田
東
２
３
－
７

株
式
会
社
Ｚ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
内

0
5
6
6
-
8
3
-
0
0
3
0

※
上
記
の
連
絡
先
と
各
競
技
会
の
参
加
申
込
先
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
念
の
た
め
に
各
競
技
会
の
特
別
規
則
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
競
技
会
の
特
別
規
則
書
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
中
部
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
も
有
り
ま
す
。
参
加
申
込
書
も
公
式
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
　
　
　
所

ｱ
ｰ
ﾙ
．
ｴ
ｲ
ﾄ
．
ｲ
ｼ
ｶ
ﾜ
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